
（奈良県抜粋版）

資料３トラック輸送状況の実態調査結果概要（抜粋版）（トラックドライバー回答分） 

・手待ち時間がある運行の平均手待ち時間は、全国、奈良県とも手待ち時間がある運行とない運行との平均拘束時間の差とほぼ同じ。手待ち時間の分、拘束時間が長くなっていると見ることがで

きる。 

・手待ち時間の発生状況を１運行あたりで見ると、全国、奈良県とも１時間超２時間以内が最も多く、３時間超も全国では１５．１％、奈良県では１９．３％存在。 

・手待ち時間の発生状況を荷役作業１回あたりで見ると、全国、奈良県とも３０分以内が最も多く、３時間超も全国では６．２％、奈良県では８．３％存在。 

平均拘束時間 １３：２７ 

平均拘束時間 １４：４９ 

平均拘束時間 １１：３４ 

平均拘束時間 １１：０８ 

１ 

２ ４ 

３ 



（奈良県抜粋版）

・荷役作業１回あたりを見ると、全国ではパレット崩し手荷役が最も長く、次いで手荷役が長くなっている。奈良県はフォークリフト荷役（荷主側が作業）が最も長く、次いでパレット崩し

手荷役が長くなっている。 

・荷役に対する書面化の有無を見ると、「書面化している」は全国が５８．２％、奈良県が３７．１％。「事前連絡なし」も全国が９．５％、奈良県が１５．５％。 

・荷役の内容について書面化していて荷役料金を収受できているケースは、全国が７１．２％、奈良県が５９．１％。事前に連絡を受けていないケースでは、全国では８０．５％、奈良県で

は８５．８％が荷役料金を収受できていない。 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 
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平成28 年2 月1 日版 トラック輸送状況の実態調査(奈良県版) 結果概要 

 

■調査概要 ・有効回答数 運送事業者 26 社 ・ドライバー99 名（うち女性 0名） 

・調査期間  平成 27 年 9 月 14 日（月）～20 日（日）の 7日間 

１．回答ドライバーの概要【３ページ】 

・車種は大型が 51.3%。 

・年齢は 30 歳～59 歳が中心となっている。 

・１運行の走行距離は短・中距離運行（走行距離 500km 以下）が 90.2%を占め、平均は 244km。 

２．回答事業者の概要【３ページ】 

・保有台数 21～50 台が最多、次いで 11～20 台で平均 31.7 台。 

３．ドライバー拘束時間の概要【４ページ】 

・「手待ち時間がある運行」は全体の 46.1%。 

・手待ち時間の平均は 1時間 58 分で、「手待ち時間がない運行」と比べて拘束時間が 3時間 40 分長くなっている。 

・短・中距離運行の平均拘束時間が 11 時間台であるのに対し、長距離運行の平均拘束時間は 17 時間を超えている。 

・輸送品類別では「特殊品」や「雑工業品」で長くなっている。 

４．ドライバーの拘束時間等の分析 

①【５ページ】 

・１運行の拘束時間が 13 時間を超える運行が全体の 39.9%、16 時間を超える運行が全体の 13.2%ある。 

・16 時間超の割合は、「トレーラ」、「長距離」、「化学工業品」で高くなっている。 

・休息期間８時間未満の運行が全体で 20.6%あり、「トレーラ」の割合が高くなっている。 

・調査日 7日間のうち「休日がなかった」ドライバーが、全体の 4.0%あり、「大型」の割合が高くなっている。 

・連続運転時間 4時間超の運行が全体で 12.2%あり、「トレーラ」、「長距離」、「金属機械工業品」の割合が高くなっている。 
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②【６ページ】 

・拘束時間は、全国平均でみると高速道路利用割合が高い運行のほうが短い（奈良県でも同様の傾向）。 

・手待ち時間がある運行での手待ち時間は、1運行あたり平均 1時間 58 分で、うち 1時間超が 56.3%、2 時間超が 30.3%、3 時

間超が 19.3%。 

・手待ち１回あたりの待ち時間は、平均 1時間 15 分、1 時間超が 38.7%、2 時間超が 15.6%、3 時間超が 8.3%。 

・手待ち時間は発荷主で 1時間 09 分、着荷主で 1時間 19 分発生。 

・時間指定がある場合のほうが、ない場合よりも手待ち時間が長い。 

５．荷役の書面化、荷役料金収受の状況【７ページ】 

・荷役に関して書面化しているものが 37.1%ある一方、事前連絡がなく現場で荷役を依頼されたものが 15.5%。 

・荷役料金を収受ができているのは、書面化しているもので 59.1%、事前に口頭で依頼されたもので 76.7%。 

・事前連絡がなく現場で荷役を依頼されたものは、85.8%が荷役料金を収受できていない。 

・荷役料金の収受ができていない品目は、「鉱石・砂利・砂・石材等の鉱産品」、「宅配便・特積み貨物」など。 

６．荷役、付帯作業の発生状況【８ページ】 

・荷役作業の発生割合は、発荷主で 44.6%、着荷主で 55.4%。 

・荷役作業の平均時間は、発荷主で 48 分、着荷主で 44 分。 

・その他付帯作業は、「検品」、「保管場所までの横持ち運搬」、「商品仕分け」が多く、割合の高い品目は、付帯作業により差

異がみられる。 

７．事業者調査結果【９ページ】 

・ドライバーの拘束時間、労働時間、運転時間等の時間について、「泊付き輸送」の方が概ね長い傾向にある。 

・ドライバーは全体の 50.0%で不足しており、保有車両台数別データによる不足感に明確な傾向はみられない。 

・不足している場合の対応としては、「下請・傭車で対応」が最も多いが、「対応できず輸送を断っている」ケースも 46.2%の

事業者で生じている。 
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平均保有車両台数 

 

保有車両台数別の事業者数分布 

 

  

乗務車両の車種別構成 

 

車種別の年齢構成 

 

１運行における走行距離等 

 

 

 

１．回答ドライバーの概要 

 

２．回答事業者の概要 

地域別の有効回答事業者数 

 

普通
7.8%

中型
34.2%大型

51.3%

トレーラ
6.7%

全体

普通

中型

大型

トレーラ

12.2%

5.6%

24.0%

26.8%

27.8%

23.3%

14.3%

37.2%

19.5%

37.8%

32.2%

68.6%

30.9%

12.2%

26.1%

40.4%

17.1%

5.1%

29.3%

29歳以下 30歳～39歳 40歳～49歳
50歳～59歳 60歳以上 不 明

走行
距離

集配
箇所数

全体 244km 4.5箇所

普通 147km 5.9箇所

中型 187km 5.2箇所

大型 284km 3.9箇所

トレーラ 340km 4.7箇所

90.2%

95.7%

98.2%

86.1%

86.4%

9.8%

4.3%

1.8%

13.9%

13.6%

短・中距離(500km以下)
長距離(500km超)

6～10台
3.8%

11～20台
30.8%

21～50台
50.0%

51～100台
15.4%

普通

中型

大型

トラクター

全車種計 ： 31.7台

6.0台

9.2台

14.4台

2.1台

地　域 事業者数

北海道 43社

東　北 139社

関　東 208社

北陸信越 86社

中　部 129社

近　畿 184社

中　国 137社

四　国 104社

九　州 199社

沖　縄 23社

全　国 1,252社
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【手待ち時間の有無別】 

 

【走行距離帯別】 

 

【地域別】（参考） 

 
【輸送品類別】 

 

３．ドライバーの拘束時間の概要 

１運行当りの拘束時間とその内訳 

 
平均

拘束時間

「手待ち時間がある運行」
(46.1%)

14:49

「手待ち時間がない運行」
(53.9%)

11:08

0:25

0:18

7:23

6:04

1:58 3:02

2:55

0:10

0:06

1:35

1:32

0:14

0:11

点検等 運転 手待 荷役

付帯他 休憩 不明

平均
拘束時間

短・中距離
(500km以下)

11 :38

長距離
(500km超)

17 :05

5:40

10:57

0:46

0:54

3:14

2:15

点検等 運転 手待 荷役
付帯他 休憩 不明

平均
拘束時間

特殊品 13 :28

雑工業品 13 :02

金属機械工業品 12 :25

化学工業品 11 :58

軽工業品 11 :47

林産品 11 :35

農水産品 8 :00

鉱産品 -

排出物 -

6:52

6:32

6:53

6:44

5:10

6:51

3:47

0:40

0:56

0:50

0:25

0:21

0:08

2:57

2:42

2:45

2:58

4:14

2:33

2:36

点検等 運転 手待 荷役 付帯他 休憩 不明

平均
拘束時間

九州 13:21

中部 12:53

四国 12:25

関東 12:19

北陸
信越 12:16

中国 12:13

東北 12:12

近畿 12:12

北海道 11:41

沖縄 9:53

7:09

6:44

6:31

6:23

6:19

6:33

6:42

6:15

5:53

3:53

0:47

0:49

0:41

1:04

0:34

0:44

0:40

0:53

0:39

0:39

2:53

3:03

2:42

2:45

2:55

2:36

2:25

2:49

3:05

2:46

点検等 運転 手待 荷役 付帯他 休憩 不明
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４．ドライバーの拘束時間等の分析① 

１運行の拘束時間 

休息期間 

8 時間未満の 

運行の割合 

（車種別） 

【走行距離帯別】 

【車種別】 

連続運転時間 4時間超の運行の割合 

【走行距離帯別】 【輸送品類別】 【地域別】（参考） 

拘束時間 13 時間超、16 時間超の割合 

【輸送品類別】 【地域別】（参考） 

７日間のうち、 

休日がなかった 

ドライバーの割合 

（車種別） 

休息期間、休日の取得状況 

全体

普通

中型

大型

トレーラ

60.1%

87.8%

73.9%

50.7%

42.9%

26.7%

7.3%

24.4%

31.5%

22.9%

13.2%

4.9%

1.7%

17.8%

34.3%

～13時間 13～16時間 16時間超

短・中距離

(500km以下)
34.2%

長距離

(500km超)
83.3%

13時間超
の割合

5.4%

47.6%

13～16時間

16時間超

特殊品 53.1%

雑工業品 42.4%

化学工業品 40.0%

金属機械工業品 35.7%

林産品 35.3%

軽工業品 27.0%

農水産品 4.8%

鉱産品 -

排出物 -

13時間超

の割合

8.2%

18.2%

20.0%

13.1%

5.9%

5.6%

0.0%

​

​

九州 43.8%

中部 40.6%

関東 37.6%

東北 37.1%

中国 35.3%

四国 34.0%

北陸信越 33.7%

近畿 32.4%

北海道 29.5%

沖縄 5.6%

13時間超

の割合

18.9%

15.3%

8.9%

14.6%

13.1%

15.4%

14.9%

9.8%

4.6%

1.2%

全体

トレーラ

大型

普通

中型

20.6%

32.1%

31.8%

6.1%

3.4%

全体

大型

中型

普通

トレーラ

4.0%

7.5%

0.0%

0.0%

0.0%

全体

トレーラ

大型

中型

普通

12.2%

40.0%

14.4%

5.6%

2.4%

短・中距離

(500km以下)

長距離

(500km超)

6.0%

35.7%

金属機械工業品

特殊品

雑工業品

林産品

農水産品

軽工業品

化学工業品

鉱産品

排出物

17.9%

12.2%

12.1%

11.8%

4.8%

4.5%

0.0%

​

九州

四国

中国

中部

東北

北陸
信越

北海道

近畿

関東

沖縄

16.0%

12.7%

11.6%

11.4%

10.7%

9.8%

9.6%

8.6%

7.4%

0.8%
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４．ドライバーの拘束時間等の分析② 

手待ち 1 回あたりの待ち時間の分布 

（荷役作業前に待った時間） 

高速道路の利用割合と拘束時間の関係 手待ち時間の発生状況 

1 運行あたりの手待ち時間の分布 

 

荷主都合による手待ち時間の発生状況 

2 時間～ 
3 時間 
7.6% 

 

 

0:00

5:00

10:00

15:00

20:00

25:00

30:00

0％ 20％

未満

20％

～50％

50％

～80％

80％

以上

601㎞～

501～600㎞

401～500㎞

301～400㎞

201～300㎞

101～200㎞

～100㎞

拘束時間

走行距離帯

運転時間に占める高速道路利用割合

～30分

20.5%

30分～1時間

23.2%

1時間～2時間

26.0%

2時間～3時間

11.0%

3時間～

19.3%

平均時間

1時間58分

～30分

37.7%

30分～1時間

23.6%

1時間～2時間

23.1%

2時間～3時間

7.3%

3時間～

8.3%

平均時間

1時間15分

荷主都合による手待ち時間の長い
上位５品目

（延べ発生回数：292回）

発生
回数

平均
時間

合成樹脂・塗料など化学性原料 3回 2:56

精密機械・生産用機械・業務用機械 4回 2:40

加工食品 44回 1:50

家電・民生用機械 13回 1:40

鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 21回 1:32

平均
時間

発荷主 ( 49.3%) 1:09

着荷主 ( 50.7%) 1:19

発着荷主別
（延べ発生回数：270回）

平均
時間

時間指定あり ( 28.8%) 1:22

午前・午後の指定あり ( 14.7%) 1:34

時間指定なし ( 56.5%) 1:03

時間指定の有無別
（延べ発生回数：292回）
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荷役料金の収受の有無と各項目の上位５品目 

荷役に関する書面化の有無の状況 

５．荷役の書面化、荷役料金収受の状況 

荷役に対する書面化の有無と荷役料金の収受の有無の関係 

書面化している

37.1%

口頭で依頼

47.4%

事前連絡なし

15.5% 書面化している

口頭で依頼

事前連絡なし

59.0%

76.3%

14.2%

0.1%

0.4%

40.9%

23.3%

85.8%

運賃に含んで収受している 運賃とは別に実費収受している 収受していない

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

運賃に含んで収受している 生鮮食品 完成自動車・オートバイ 機械ユニット・半製品
ガソリン・軽油など
石油石炭製品

鋼材・建材などの
建築･建設用金属製品

運賃とは別に実費収受している 再生資源・スクラップ
鉄鋼厚板・金属薄板
・地金等金属素材

飲料・酒 加工食品

収受していない
鉱石・砂利・砂・石材等
の鉱産品

宅配便・特積み貨物
合成樹脂・塗料など
化学性原料

書籍・印刷物 その他の化学製品
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６．荷役、付帯作業の発生状況 

荷役時間の発生状況 

【品目別】（荷役時間の長い上位５品目） 【発着荷主別】 【荷役の方法別】 （単位：時分） 

※「発着荷主」と「荷役の方法」の右側カッコ数字は構成比、「品目」の右側カッコ数字は荷役回数を表す。 

平均時間 平均時間 平均時間 

その他の付帯作業の内容と発生している割合の高い上位５品目 

発荷主 ( 44.6%)

着荷主 ( 55.4%)

0:48

0:44

鋼材・建材などの
建築･建設用金属製品

(155回)

壁紙・タイルなど
住宅用資材

(52回)

糸・反物などの繊維素材 (5回)

家電・民生用機械 (67回)

衣服・布団などの
繊維製品

(12回)

1:56

0:59

0:56

0:54

0:52

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役
（荷主側が作業）

( 28.4%)

パレット崩し
手荷役

(  5.7%)

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役
（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業）

( 20.1%)

手荷役 ( 33.7%)

ﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ荷役 (  8.1%)

その他 (  4.0%)

0:58

0:46

0:41

0:40

0:31

0:45

付帯作業を伴う荷役作業回数
（891回）

件数
回答
比率

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

検品 635件 71.3% 完成自動車・オートバイ 生鮮食品 その他の化学製品 加工食品
金属部品・金属加工品
（半製品）

保管場所までの横持ち運搬 591件 66.3%
ガソリン・軽油など
石油石炭製品

生鮮食品 加工食品
金属部品・金属加工品
（半製品）

紙・パルプ

商品仕分け 83件 9.3% その他の化学製品 書籍・印刷物
金属部品・金属加工品

（半製品）

プラスチック性部品･加工

品、ゴム性部品･加工品
飲料・酒

納品場所の整理 62件 7.0% 飲料・酒 その他の化学製品
金属部品・金属加工品
（半製品）

加工食品
プラスチック性部品･加工
品、ゴム性部品･加工品

資材、廃材等の回収 58件 6.5% 飲料・酒 書籍・印刷物

棚入れ 32件 3.6% 飲料・酒
衣服・布団などの

繊維製品

プラスチック性部品･加工

品、ゴム性部品･加工品
米・麦・穀物

鉄鋼厚板・金属薄板

・地金等金属素材

ラベル貼り 2件 0.2% その他

その他 2件 0.2% その他の化学製品
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ドライバーの不足状況 

ドライバーが不足している場合の対応 

割合 

 

 

７．事業者調査結果 

労働時間の実態（平成 27年 7月） 

泊付きの
輸送を
担当

日帰り
輸送を
担当

泊付き及び
日帰りの

両方を担当

１か月の拘束時間
（293時間以内）

257.7時間 228.3時間 245.0時間

１日の拘束時間
（原則13時間以内、最長16時間）

10.7時間 11.0時間 11.6時間

１日の運転時間
（2日平均で1日当たり9時間以内）

9.7時間 5.2時間 6.0時間

１週間の運転時間
(2週平均で1週間当たり44時間以内)

48.3時間 29.3時間 32.8時間

連続運転時間
（4時間以内）

4.0時間 2.1時間 2.6時間

１日の手待ち時間 1.0時間 1.7時間 2.0時間

１か月の総労働時間 309.0時間 195.6時間 213.0時間

１か月の時間外労働時間 21.3時間 33.8時間 26.4時間

休息期間
（継続8時間以上）

6.0時間 3.7時間 7.4時間

労働時間の項目
（カッコ内は改善基準告示の概要）

平均時間 不足

人数

全　体 2 .9人

５台以下 -

６～１０台 -

１１～２０台 1 .5人

２１～５０台 3 .6人

５１～１００台 3 .7人

１０１台以上 -

50.0%

75.0%

30.8%

75.0%

26.9%

12.5%

46.2%

23.1%

100.0%

12.5%

23.1%

25.0%

不足している 不足していない わからない・どちらともいえない

下請・傭車で対応

事務職・管理職で対応

予備のドライバーで対応

ドライバーの休日出勤で対応

ドライバーの早出残業で対応

対応できず輸送を断っている

その他

84.6%

53.8%

23.1%

7.7%

46.2%
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トラック輸送状況の実態調査結果(奈良県版)  

 

④調査に関する留意点 

 

①調査の目的 

 本調査は、トラック輸送における労働時間の内訳、手待ち時間の詳細、荷役の契約の有無など、長時間労働の実態及び原因を明らかにし、

今後の取引慣行の改善など、労働時間短縮のための対策検討に資することを目的とし、厚生労働省、国土交通省が共同して実施した。 

 

・運送事業者 26 社 

・上記事業者に所属するドライバー計 99 名 

 

◎トラックドライバー調査 

 ドライバーに下記の各業務に掛かった時間等を記入して頂き、１日の労働時間、業務内容について把握した。調査期間は、 平成 27 年 9 月 14

日（月）～20 日（日）の 7 日間。 

①始業時刻、日常点検、乗務前点呼 

②発荷主側での手待ち（対象荷主名、手待ちの内容） 

③発荷主側での荷役（その作業の対象荷主名、荷役の内容及び方法（手荷役、フォーク等）、荷役に対する書面化及び料金収受の有無） 

④運転時間（一般道路、高速道路（高速料金の支払いの有無）の別） 

⑤着荷主側での手待ち（対象荷主名、手待ちの内容） 

⑥着荷主側での荷役（その作業の対象荷主名、荷役の内容及び方法（手荷役、フォーク等）、荷役に対する書面化及び料金収受の有無） 

⑦終業後の作業、乗務後点呼、終業時刻         等 

◎事業者調査 

 事業者に各設問に回答して頂き、トラック事業者の属性（保有車両数、ドライバー数、荷主企業との状況等）や、平成 27 年 7 月分の運行実態等

について把握した。 

 

 

②集計対象件数（有効回答数） 

 

③調査内容 

 

・本調査は都道府県ごとに対象数が異なり、ここに示す結果はその集計結果であるため、全国の平均値を表すものではない。 
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・回答ドライバーの性別・年齢別構成は、40 歳～49 歳が 39.4%と最も多く、次いで 50 歳～59 歳（28.3%）、30 歳～39 歳（24.2%）となっており、29 歳以下

は 3.0%であった。 

・車種別・１運行の平均走行距離は全体で 244km、平均実車距離は全体で 189km であり、どちらともトレーラが最も長く、走行距離では普通が、実車

距離では中型が最も短い。 

・車種別・１運行の走行距離帯の構成比は、全体で短・中距離が 90.2%であり、普通のほうが大型に比べて短・中距離の割合が高い。 

※トータル表記（「全体」と「合計」）の使い分けについて 

本資料においては特段の注記がない限り、トータル表記を以下のように使い分ける。 

「全体」－不明を含むサンプルについての集計結果 

「合計」－不明を除くサンプルについての集計結果 
 

※運行単位について 

始業時刻から終業時刻までを１運行とする。 
 

※走行距離帯の区分について 

短・中距離：走行距離 500 ㎞以下の運行 

長距離  ：走行距離 500 ㎞超の運行 
 

※上記の他、本資料において使用する用語の説明、定義を【付属資料】43 ﾍﾟｰｼﾞに記載しているので 

 参照のこと 

トラックドライバー調査結果 

回答ドライバーの性別・年齢別の構成比 車種別・１運行の平均走行距離・実車距離 

車種別・１運行の走行距離帯の構成比 

男性（99名) 女性（0名) 全体（99名)

29歳以下 3.0% - 3.0%

30歳～39歳 24.2% - 24.2%

40歳～49歳 39.4% - 39.4%

50歳～59歳 28.3% - 28.3%

60歳以上 5.1% - 5.1%

不　明 0.0% - 0.0%

全　体 100.0% - 100.0%

(回答428運行)
平均

走行距離
平均

実車距離

普　通 147km 157km

中　型 187km 122km

大　型 284km 241km

トレーラ 340km 307km

全　体 244km 189km

(回答428運行)
短・

中距離
長距離 合計

普　通 95.7% 4.3% 100.0%

中　型 98.2% 1.8% 100.0%

大　型 86.1% 13.9% 100.0%

トレーラ 86.4% 13.6% 100.0%

全　体 90.2% 9.8% 100.0%
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・回答ドライバーの性別・車種別・年齢別の構成比は、普通に比べて、中型、大型のほうが年齢が高い層の比率が高い。 

・回答ドライバーの走行距離帯別・車種別・年齢別の構成比は、普通は短・中距離で 60 歳以上が最も多く、大型は短・中距離、長距離とも 50 歳～59

歳が最も多い。 

・車種別・１運行の平均集配箇所数は、合計で 4.5 箇所、大型（3.9 箇所）に比べて、中型（5.2 箇所）、普通（5.9 箇所）のほうが集配箇所数は多い。 

 

回答ドライバーの性別・車種別・年齢別の構成比 車種別・１運行の平均集配箇所数 

回答ドライバーの走行距離帯別・車種別・年齢別の構成比 

普通 中型 大型 トレーラ 普通 中型 大型 トレーラ 普通 中型 大型 トレーラ

29歳以下 12.2% 5.6% 0.0% 0.0% - - - - 12.2% 5.6% 0.0% 0.0%

30歳～39歳 26.8% 27.8% 23.3% 14.3% - - - - 26.8% 27.8% 23.3% 14.3%

40歳～49歳 19.5% 37.8% 32.2% 68.6% - - - - 19.5% 37.8% 32.2% 68.6%

50歳～59歳 12.2% 26.1% 40.4% 17.1% - - - - 12.2% 26.1% 40.4% 17.1%

60歳以上 29.3% 2.8% 4.1% 0.0% - - - - 29.3% 2.8% 4.1% 0.0%

不　明 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - - - - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全　体 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - - - - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

運行数 41 180 270 35 0 0 0 0 41 180 270 35

車種構成比 7.8% 34.2% 51.3% 6.7% - - - - 7.8% 34.2% 51.3% 6.7%

男性(526運行) 女性(0運行) 合計(526運行)

普通 中型 大型 トレーラ 普通 中型 大型 トレーラ 普通 中型 大型 トレーラ

29歳以下 22.7% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.7% 6.1% 0.0% 0.0%

30歳～39歳 22.7% 30.6% 25.4% 21.1% 0.0% 33.3% 7.1% 0.0% 21.7% 30.7% 22.9% 18.2%

40歳～49歳 22.7% 38.8% 32.9% 52.6% 100.0% 0.0% 46.4% 66.7% 26.1% 38.0% 34.8% 54.5%

50歳～59歳 0.0% 21.3% 35.3% 26.3% 0.0% 66.7% 46.4% 33.3% 0.0% 22.1% 36.8% 27.3%

60歳以上 31.8% 3.1% 6.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.4% 3.1% 5.5% 0.0%

不　明 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全　体 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

運行数 22 160 173 19 1 3 28 3 23 163 201 22

車種構成比 5.9% 42.8% 46.3% 5.1% 2.9% 8.6% 80.0% 8.6% 5.6% 39.9% 49.1% 5.4%

短・中距離(374運行) 長距離(35運行) 合計(409運行)

(回答526運行) 構成比
平均集配
箇所数

普　通 7.8% 5.9箇所

中　型 34.2% 5.2箇所

大　型 51.3% 3.9箇所

トレーラ 6.7% 4.7箇所

合　計 100.0% 4.5箇所
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・車種別にみた１運行の拘束時間とその内訳は、拘束時間は全体平均で 12 時間 50 分、普通（9 時間 53 分）に比べて中型（11 時間 20 分）、大型（13

時間 36 分）、トレーラ（17 時間 09 分）のほうが長い。 

・手待ち時間は、全体平均で 54 分、普通（10 分）に比べて中型（38 分）、大型（1 時間 03 分）、トレーラ（1 時間 56 分）のほうが長い。 

１運行の拘束時間とその内訳（車種別） 

全体 普通 中型 大型 トレーラ 全体 普通 中型 大型 トレーラ

0:21 0:11 0:26 0:20 0:19 2:10 0:50 2:10 1:30 1:50

一般道路 ( 4:54) ( 3:46) ( 5:00) ( 4:43) ( 7:06) (21:20) (11:10) (12:00) (18:10) (21:20)

高速道路 ( 1:47) ( 1:42) ( 0:37) ( 2:23) ( 2:54) (24:10) (17:00) ( 9:30) (24:10) (13:30)

計 6:41 5:28 5:37 7:07 10:01 36:50 28:10 14:30 36:50 27:20

( 0:39) ( 0:04) ( 0:32) ( 0:43) ( 1:19) (15:00) ( 2:30) ( 5:00) (15:00) (12:30)

( 0:11) ( 0:00) ( 0:04) ( 0:15) ( 0:29) ( 7:40) ( 0:00) ( 1:30) ( 7:40) ( 5:00)

( 0:04) ( 0:05) ( 0:02) ( 0:05) ( 0:09) ( 5:00) ( 2:10) ( 1:20) ( 3:50) ( 5:00)

0:54 0:10 0:38 1:03 1:56 15:00 2:30 5:00 15:00 12:30

2:59 2:17 3:11 2:54 3:13 10:30 6:50 7:30 10:30 9:50

0:08 0:00 0:13 0:07 0:03 5:30 0:00 5:20 5:30 1:10

1:34 1:24 1:05 1:56 1:18 12:30 10:50 5:00 12:30 7:30

0:13 0:24 0:11 0:11 0:20 - - - - -

12:50 9:53 11:20 13:36 17:09 64:40 46:30 21:30 64:40 46:30

551 41 180 270 35

100.0% 7.4% 32.7% 49.0% 6.4%

平均値 各項目の最大値

点検・点呼等

運転時間

手
待
ち
時
間

①荷主都合

②ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの自主的な行動

③その他の時間調整等

※最大値については、各項目ごとの最大値を掲載しているため、各項目の合計値は「拘束時間」に一致しない（「運転時間」「手待ち時間」の内訳と合計値も同様）。

計

荷役時間

上記及び休憩時間以外のその他
付帯作業等

休憩時間

（不明時間）

拘束時間（平均値は上記の合計）

運行数

構成比

※不明時間とは、始業時刻から終業時刻までの間にどの区分にも該当しない空白の時間


※「全体」の運行数は車種不明分も含むため、車種別運行数の合計値と一致しない（構成比も同様）。



奈良県版 

6 

  

 

  
・走行距離帯別にみた１運行の拘束時間とその内訳は、拘束時間は、短・中距離（11 時間 38 分）に比べて長距離（17 時間 05 分）のほうが長い。 

・手待ち時間は、短・中距離（46 分）に比べて長距離（54 分）のほうが長い。 

１運行の拘束時間とその内訳（走行距離帯別） 

全体 短・中距離 長距離 全体 短・中距離 長距離

0:21 0:22 0:20 2:10 2:00 0:40

一般道路 ( 4:54) ( 4:44) ( 4:55) (21:20) (11:30) (21:20)

高速道路 ( 1:47) ( 0:55) ( 6:02) (24:10) ( 9:10) (12:40)

計 6:41 5:40 10:57 36:50 13:10 23:30

( 0:39) ( 0:32) ( 0:35) (15:00) ( 6:00) ( 4:40)

( 0:11) ( 0:12) ( 0:12) ( 7:40) ( 7:40) ( 5:00)

( 0:04) ( 0:03) ( 0:07) ( 5:00) ( 3:50) ( 3:20)

0:54 0:46 0:54 15:00 8:30 8:50

2:59 3:14 2:15 10:30 8:50 4:50

0:08 0:10 0:06 5:30 5:30 0:50

1:34 1:16 2:22 12:30 6:50 9:00

0:13 0:09 0:10 - - -

12:50 11:38 17:05 64:40 21:30 40:00

551 386 42

100.0% 70.1% 7.6%

平均値 各項目の最大値

点検・点呼等

運転時間

手
待
ち
時
間

①荷主都合

②ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの自主的な行動

③その他の時間調整等

※最大値については、各項目ごとの最大値を掲載しているため、各項目の合計値は「拘束時間」に一致しない（「運転時間」「手待ち時間」の内訳と合計値も同様）。

計

荷役時間

上記及び休憩時間以外のその他
付帯作業等

休憩時間

（不明時間）

拘束時間（平均値は上記の合計）

運行数

構成比

※不明時間とは、始業時刻から終業時刻までの間にどの区分にも該当しない空白の時間


※「全体」の運行数は走行距離不明分も含むため、走行距離帯別運行数の合計値と一致しない（構成比も同様）。

※走行距離帯区分／短・中距離-500km以下、長距離－500km超
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・性別にみた１運行の拘束時間とその内訳は、拘束時間は、男性で 12 時間 50 分、女性の回答はなし。 

・手待ち時間は、男性で 54 分、女性の回答はなし。 

１運行の拘束時間とその内訳（性別） 

全体 男性 女性 全体 男性 女性

0:21 0:21 - 2:10 2:10 -

一般道路 ( 4:54) ( 4:54) - (21:20) (21:20) -

高速道路 ( 1:47) ( 1:47) - (24:10) (24:10) -

計 6:41 6:41 - 36:50 36:50 -

( 0:39) ( 0:39) - (15:00) (15:00) -

( 0:11) ( 0:11) - ( 7:40) ( 7:40) -

( 0:04) ( 0:04) - ( 5:00) ( 5:00) -

0:54 0:54 - 15:00 15:00 -

2:59 2:59 - 10:30 10:30 -

0:08 0:08 - 5:30 5:30 -

1:34 1:34 - 12:30 12:30 -

0:13 0:13 - - - -

12:50 12:50 - 64:40 64:40 -

551 551 0

100.0% 100.0% 0.0%

平均値 各項目の最大値

拘束時間（平均値は上記の合計）

点検・点呼等

運転時間

手
待
ち
時
間

①荷主都合

②ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの自主的な行動

③その他の時間調整等

計

荷役時間

上記及び休憩時間以外のその他
付帯作業等

休憩時間

（不明時間）

運行数

構成比

※不明時間とは、始業時刻から終業時刻までの間にどの区分にも該当しない空白の時間


※最大値については、各項目ごとの最大値を掲載しているため、各項目の合計値は「拘束時間」に一致しない（「運転時間」「手待ち時間」の内訳と合計値も同様）。

※「全体」の運行数は性別不明分も含むため、性別運行数の合計値と一致しない（構成比も同様）。
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・年齢別にみた１運行の拘束時間とその内訳は、拘束時間は、40 歳～49 歳（13 時間 45 分）が最も長く、60 歳以上（11 時間 07 分）が最も短い。 

・手待ち時間は、30 歳～39 歳（1 時間 15 分）が最も長く、29 歳以下（07 分）が最も短い。年齢間の違いは 1 時間 08 分程度である。 

１運行の拘束時間とその内訳（年齢別） 

全体
29歳
以下

30歳～
39歳

40歳～
49歳

50歳～
59歳

60歳
以上

全体
29歳
以下

30歳～
39歳

40歳～
49歳

50歳～
59歳

60歳
以上

0:21 0:27 0:24 0:21 0:19 0:21 2:10 0:40 2:00 1:00 2:10 0:50

一般道路 ( 4:54) ( 5:09) ( 4:30) ( 5:13) ( 4:50) ( 4:43) (21:20) ( 6:00) (18:00) (19:10) (21:20) ( 7:10)

高速道路 ( 1:47) ( 0:00) ( 1:47) ( 2:01) ( 1:50) ( 0:48) (24:10) ( 0:00) (18:50) (24:10) (11:00) ( 3:00)

計 6:41 5:09 6:17 7:14 6:40 5:31 36:50 6:00 27:30 36:50 23:40 7:10

( 0:39) ( 0:04) ( 0:55) ( 0:38) ( 0:35) ( 0:13) (15:00) ( 0:40) (15:00) (12:30) ( 5:30) ( 2:20)

( 0:11) ( 0:00) ( 0:17) ( 0:11) ( 0:10) ( 0:06) ( 7:40) ( 0:00) ( 6:40) ( 7:40) ( 5:00) ( 1:30)

( 0:04) ( 0:03) ( 0:04) ( 0:06) ( 0:03) ( 0:00) ( 5:00) ( 0:40) ( 3:50) ( 5:00) ( 3:20) ( 0:00)

0:54 0:07 1:15 0:56 0:48 0:18 15:00 0:40 15:00 12:30 8:50 2:20

2:59 4:51 3:36 3:11 2:04 3:00 10:30 7:30 10:30 9:50 10:30 6:10

0:08 0:00 0:12 0:13 0:02 0:00 5:30 0:00 3:00 5:30 1:20 0:00

1:34 1:01 1:25 1:39 1:36 1:41 12:30 1:40 12:30 10:50 9:00 3:50

0:13 0:28 0:11 0:10 0:17 0:15 - - - - - -

12:50 12:02 13:19 13:45 11:44 11:07 64:40 13:50 64:40 58:00 50:30 14:40

551 16 132 205 170 28

100.0% 2.9% 24.0% 37.2% 30.9% 5.1%

平均値 各項目の最大値

拘束時間（平均値は上記の合計）

点検・点呼等

運転時間

手
待
ち
時
間

①荷主都合

②ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの自主的な行動

③その他の時間調整等

計

荷役時間

上記及び休憩時間以外のその他
付帯作業等

休憩時間

（不明時間）

運行数

構成比

※不明時間とは、始業時刻から終業時刻までの間にどの区分にも該当しない空白の時間


※最大値については、各項目ごとの最大値を掲載しているため、各項目の合計値は「拘束時間」に一致しない（「運転時間」「手待ち時間」の内訳と合計値も同様）。

※「全体」の運行数は年齢不明分も含むため、年齢別運行数の合計値と一致しない（構成比も同様）。
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・輸送品類別にみた１運行の拘束時間とその内訳は、特殊品（13 時間 28 分）が最も長く、次いで雑工業品（13 時間 02 分）、金属機械工業品（12 時間

25 分）、化学工業品（11 時間 58 分）の順となっており、農水産品（8 時間 00 分）が最も短い。 

・手待ち時間は、雑工業品（56 分）が最も長く、次いで金属機械工業品（50 分）、特殊品（40 分）、軽工業品（25 分）の順となっており、化学工業品（0

分）が最も短い。 

１運行の拘束時間とその内訳（輸送品類別） 

全体 農水産品 林産品 鉱産品
金属機械

工業品

化学

工業品
軽工業品 雑工業品 排出物 特殊品 全体 農水産品 林産品 鉱産品

金属機械

工業品

化学

工業品
軽工業品 雑工業品 排出物 特殊品

0:21 0:21 0:31 - 0:18 0:24 0:23 0:24 - 0:17 2:10 0:30 1:50 - 0:40 0:50 2:10 1:00 - 0:50

一般道路 ( 4:54) ( 3:11) ( 5:48) - ( 4:22) ( 6:14) ( 4:04) ( 5:12) - ( 4:42) (21:20) ( 6:20) (13:50) - (17:20) ( 7:40) (17:10) (12:50) - (10:30)

高速道路 ( 1:47) ( 0:36) ( 1:02) - ( 2:31) ( 0:30) ( 1:06) ( 1:20) - ( 2:10) (24:10) ( 5:10) (13:30) - (12:40) ( 2:10) (10:00) (10:20) - (18:50)

計 6:41 3:47 6:51 - 6:53 6:44 5:10 6:32 - 6:52 36:50 8:30 27:20 - 23:00 8:00 20:40 20:20 - 27:30

( 0:39) ( 0:08) ( 0:15) - ( 0:37) ( 0:00) ( 0:20) ( 0:32) - ( 0:22) (15:00) ( 1:30) ( 1:10) - (12:30) ( 0:00) ( 5:00) ( 3:10) - ( 5:00)

( 0:11) ( 0:00) ( 0:05) - ( 0:07) ( 0:00) ( 0:01) ( 0:15) - ( 0:15) ( 7:40) ( 0:00) ( 1:30) - ( 1:30) ( 0:00) ( 1:20) ( 7:40) - ( 2:40)

( 0:04) ( 0:00) ( 0:00) - ( 0:06) ( 0:00) ( 0:04) ( 0:08) - ( 0:02) ( 5:00) ( 0:00) ( 0:00) - ( 5:00) ( 0:00) ( 1:30) ( 3:20) - ( 2:00)

0:54 0:08 0:21 - 0:50 0:00 0:25 0:56 - 0:40 15:00 1:30 1:30 - 12:30 0:00 6:10 8:30 - 7:00

2:59 2:36 2:33 - 2:45 2:58 4:14 2:42 - 2:57 10:30 4:10 9:50 - 6:40 7:30 10:30 8:30 - 8:50

0:08 0:00 0:00 - 0:04 0:08 0:04 0:05 - 0:07 5:30 0:00 0:00 - 1:10 0:40 3:00 2:30 - 2:20

1:34 1:05 1:13 - 1:15 1:30 1:18 2:07 - 2:20 12:30 3:10 7:30 - 7:30 4:50 8:10 8:30 - 9:00

0:13 0:02 0:06 - 0:20 0:14 0:14 0:15 - 0:14 - - - - - - - - - -

12:50 8:00 11:35 - 12:25 11:58 11:47 13:02 - 13:28 64:40 14:00 46:30 - 40:50 17:50 50:30 41:30 - 40:50

551 21 17 0 84 5 89 33 0 49

100.0% 3.8% 3.1% 0.0% 15.2% 0.9% 16.2% 6.0% 0.0% 8.9%

平均値 各項目の最大値

点検・点呼等

運転時間

手
待
ち
時
間

①荷主都合

②ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの
　自主的な行動

③その他の時間
　調整等

※最大値については、各項目ごとの最大値を掲載しているため、各項目の合計値は「拘束時間」に一致しない（「運転時間」「手待ち時間」の内訳と合計値も同様）。

計

荷役時間

上記及び休憩時間以外
のその他付帯作業等

休憩時間

（不明時間）

拘束時間
（平均値は上記の合計）

運行数

構成比

※不明時間とは、始業時刻から終業時刻までの間にどの区分にも該当しない空白の時間


※単一品目を輸送する運行を対象に、品類単位に分類した上で集計（「全体」には、輸送品目不明のほか複数品目を輸送する運行を含む）

※「全体」の運行数は品目不明分、複数品目輸送分も含むため、品類別運行数の合計値と一致しない（構成比も同様）。　　　※品類区分については、「付属資料」参照のこと。
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・集配箇所数別にみた１運行の拘束時間とその内訳は、11 箇所以上（19 時間 15 分）が最も長いが、集配箇所数による明確な傾向はみられない。 

・手待ち時間は、集配箇所数 2 箇所（1 時間 11 分）が最も長いが、集配箇所数による明確な傾向はみられない。 

１運行の拘束時間とその内訳（集配箇所数別） 

全体
集配
なし

1箇所 2箇所 3箇所
4～5
箇所

6～10
箇所

11箇所
以上

全体
集配
なし

1箇所 2箇所 3箇所
4～5
箇所

6～10
箇所

11箇所
以上

0:21 0:12 0:20 0:21 0:26 0:23 0:21 0:22 2:10 0:50 1:00 2:10 1:50 2:00 1:30 0:50

一般道路 ( 4:54) ( 2:14) ( 3:10) ( 5:09) ( 5:28) ( 5:17) ( 4:50) ( 7:28) (21:20) ( 9:40) ( 9:10) (12:00) (18:10) (21:20) (17:20) (18:00)

高速道路 ( 1:47) ( 2:51) ( 1:48) ( 2:35) ( 1:46) ( 1:28) ( 1:27) ( 2:03) (24:10) ( 7:20) (10:00) (11:00) (10:10) (12:40) (18:50) (24:10)

計 6:41 5:05 4:58 7:44 7:14 6:45 6:17 9:31 36:50 9:50 13:00 18:30 23:40 25:20 28:10 36:50

( 0:39) ( 0:09) ( 0:20) ( 0:54) ( 0:47) ( 0:45) ( 0:30) ( 0:48) (15:00) ( 1:40) ( 4:50) ( 5:30) (11:00) ( 7:10) (15:00) ( 4:00)

( 0:11) ( 0:01) ( 0:11) ( 0:10) ( 0:10) ( 0:19) ( 0:08) ( 0:02) ( 7:40) ( 0:10) ( 7:40) ( 2:40) ( 2:40) ( 6:40) ( 6:20) ( 0:30)

( 0:04) ( 0:00) ( 0:09) ( 0:08) ( 0:02) ( 0:04) ( 0:02) ( 0:06) ( 5:00) ( 0:06) ( 5:00) ( 3:20) ( 1:00) ( 3:50) ( 2:10) ( 1:20)

0:54 0:10 0:40 1:11 1:00 1:08 0:40 0:56 15:00 1:40 8:30 6:10 11:00 8:50 15:00 5:20

2:59 0:00 1:35 1:59 2:28 3:02 4:11 6:01 10:30 0:07 6:40 5:40 6:20 10:30 10:30 9:10

0:08 0:05 0:01 0:03 0:04 0:14 0:09 0:16 5:30 1:10 0:30 1:00 1:20 5:30 3:00 2:00

1:34 0:49 1:00 2:00 1:49 1:37 1:25 1:44 12:30 2:40 7:30 8:00 7:50 9:10 12:30 7:30

0:13 0:05 0:04 0:08 0:08 0:18 0:15 0:26 - - - - - - - -

12:50 6:26 8:39 13:26 13:09 13:28 13:18 19:15 64:40 11:20 20:00 33:00 40:40 50:30 64:40 58:00

551 19 51 97 56 150 164 14

100.0% 3.4% 9.3% 17.6% 10.2% 27.2% 29.8% 2.5%

平均値 各項目の最大値

点検・点呼等

運転時間

手
待
ち
時
間

①荷主都合

②ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの自主的な行動

③その他の時間調整等

※最大値については、各項目ごとの最大値を掲載しているため、各項目の合計値は「拘束時間」に一致しない（「運転時間」「手待ち時間」の内訳と合計値も同様）。

計

荷役時間

上記及び休憩時間以外のその他
付帯作業等

休憩時間

（不明時間）

拘束時間（平均値は上記の合計）

運行数

構成比

※不明時間とは、始業時刻から終業時刻までの間にどの区分にも該当しない空白の時間
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・地域別にみた１運行の拘束時間とその内訳は、九州（13 時間 21 分）が最も長く、次いで中部（12 時間 53 分）、四国（12 時間 25 分）、関東（12 時間

19 分）、北陸信越（12 時間 16 分）、中国（12 時間 13 分）、東北（12 時間 12 分）、近畿（12 時間 12 分）、北海道（11 時間 41 分）、沖縄（9 時間 53 分）

の順となっている。 

・手待ち時間は、関東（1 時間 04 分）が最も長く、次いで近畿（53 分）、中部（49 分）、九州（47 分）、中国（44 分）、四国（41 分）、東北（40 分）、北海道

（39 分）、沖縄（39 分）、北陸信越（34 分）の順となっている。 

１運行の拘束時間とその内訳（地域別） 

全体 北海道 東北 関東
北陸
信越

中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄 全体 北海道 東北 関東
北陸
信越

中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄

0:29 0:27 0:31 0:30 0:32 0:26 0:27 0:31 0:30 0:29 0:38 7:50 6:20 7:20 6:00 5:50 4:50 7:40 7:50 7:30 7:20 6:10

一般道路 ( 4:29) ( 5:33) ( 4:25) ( 4:53) ( 4:26) ( 4:43) ( 4:10) ( 4:28) ( 3:52) ( 4:13) ( 3:46) (42:20) (18:00) (23:30) (42:20) (33:20) (29:30) (22:20) (37:00) (18:30) (30:20) ( 9:50)

高速道路 ( 2:02) ( 0:21) ( 2:17) ( 1:30) ( 1:53) ( 2:00) ( 2:05) ( 2:05) ( 2:39) ( 2:56) ( 0:07) (37:50) ( 8:50) (24:20) (18:40) (25:30) (37:50) (25:10) (22:40) (36:10) (37:50) ( 3:20)

計 6:31 5:53 6:42 6:23 6:19 6:44 6:15 6:33 6:31 7:09 3:53 48:30 18:00 29:00 48:30 39:00 45:30 36:50 39:00 37:40 40:50 9:50

( 0:33) ( 0:26) ( 0:29) ( 0:46) ( 0:22) ( 0:33) ( 0:35) ( 0:29) ( 0:27) ( 0:30) ( 0:30) (27:20) ( 8:00) (11:30) (18:50) (11:50) (12:30) (15:00) (27:20) (24:30) ( 8:40) (12:30)

( 0:09) ( 0:03) ( 0:07) ( 0:12) ( 0:07) ( 0:10) ( 0:11) ( 0:07) ( 0:09) ( 0:09) ( 0:03) (22:30) ( 2:30) (10:30) (16:40) (22:30) ( 8:00) (14:40) ( 7:10) ( 7:50) ( 9:00) ( 1:30)

( 0:06) ( 0:11) ( 0:05) ( 0:06) ( 0:06) ( 0:06) ( 0:07) ( 0:07) ( 0:05) ( 0:08) ( 0:07) (20:30) ( 8:20) ( 5:50) (10:10) ( 7:10) (15:00) ( 7:50) ( 9:00) ( 5:00) (20:30) ( 5:00)

0:48 0:39 0:40 1:04 0:34 0:49 0:53 0:44 0:41 0:47 0:39 31:00 9:00 12:40 27:20 22:30 18:10 19:40 31:00 26:50 20:30 12:30

2:47 3:05 2:25 2:45 2:55 3:03 2:49 2:36 2:42 2:53 2:46 19:20 12:00 15:00 18:40 16:10 17:50 15:40 19:20 15:50 16:10 9:10

0:13 0:27 0:09 0:13 0:13 0:11 0:15 0:13 0:12 0:11 0:35 15:40 15:40 7:30 8:40 13:50 9:00 8:40 8:30 9:30 9:10 6:30

1:26 1:02 1:35 1:17 1:32 1:27 1:20 1:23 1:34 1:39 1:07 18:30 8:00 16:50 17:20 17:50 18:30 12:40 18:10 18:10 18:30 6:00

0:11 0:08 0:10 0:09 0:11 0:13 0:13 0:14 0:15 0:11 0:16 - - - - - - - - - - -

12:26 11:41 12:12 12:19 12:16 12:53 12:12 12:13 12:25 13:21 9:53 86:10 33:10 53:50 70:10 66:00 74:00 64:40 86:10 84:20 70:20 18:40

27,266 1,089 2,997 5,271 1,961 3,103 3,312 2,743 1,959 4,332 499

100.0% 4.0% 11.0% 19.3% 7.2% 11.4% 12.1% 10.1% 7.2% 15.9% 1.8%

平均値 各項目の最大値

拘束時間
（平均値は上記の合計）

点検・点呼等

運転時間

手
待
ち
時
間

①荷主都合

②ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの
　自主的な行動

③その他の時間
　調整等

計

荷役時間

上記及び休憩時間以外
のその他付帯作業等

休憩時間

（不明時間）

運行数

構成比

※不明時間とは、始業時刻から終業時刻までの間にどの区分にも該当しない空白の時間


※最大値については、各項目ごとの最大値を掲載しているため、各項目の合計値は「拘束時間」に一致しない（「運転時間」「手待ち時間」の内訳と合計値も同様）。

※地域区分については、「付属資料」参照のこと。
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・県別にみた１運行の平均拘束時間は、鹿児島県（14 時間 20 分）が最も長く、次いで長崎県（14 時間 01 分）、広島県（13 時間 55 分）、静岡県（13 時

間 47 分）、群馬県（13 時間 41 分）の順となっている。 

・平均手待ち時間は、兵庫県（1 時間 14 分）が最も長く、次いで静岡県（1 時間 14 分）、栃木県（1 時間 13 分）、埼玉県（1 時間 09 分）、千葉県（1 時間

08 分）、群馬県（1 時間 07 分）、茨城県（1 時間 05 分）、愛知県（1 時間 04 分）の順となっている。 

１運行の拘束時間・手待ち時間（都道府県別） 

平均値 最大値 平均値 最大値 平均値 最大値 平均値 最大値 平均値 最大値 平均値 最大値

北海道 11:41 33:10 0:39 9:00 長野県 11:50 52:00 0:25 22:30 岡山県 12:24 48:10 0:41 6:30

青森県 12:59 53:50 0:38 12:40 富山県 12:57 66:00 0:29 11:50 広島県 13:55 86:10 1:01 31:00

岩手県 11:46 34:30 0:39 8:20 石川県 12:29 42:30 0:57 9:50 山口県 10:42 29:10 0:31 9:00

宮城県 12:15 45:30 0:51 8:40 福井県 12:55 49:00 0:39 18:10 徳島県 12:09 63:10 0:46 9:00

秋田県 13:00 37:10 0:54 9:00 岐阜県 11:50 35:10 0:28 12:30 香川県 12:42 84:20 0:53 26:50

山形県 11:17 41:50 0:21 6:50 静岡県 13:47 59:10 1:14 9:30 愛媛県 12:45 65:30 0:36 7:50

福島県 11:57 42:20 0:40 5:20 愛知県 12:55 60:40 1:04 11:00 高知県 11:49 58:10 0:21 6:20

茨城県 12:19 44:10 1:05 8:40 三重県 12:52 74:00 0:39 12:30 福岡県 12:35 60:30 0:43 9:00

栃木県 12:04 67:30 1:13 18:50 滋賀県 12:33 63:00 0:44 19:40 佐賀県 12:47 60:00 0:49 9:10

群馬県 13:41 58:30 1:07 27:20 京都府 12:07 40:50 0:39 8:10 長崎県 14:01 60:50 0:46 7:30

埼玉県 12:23 70:10 1:09 9:40 大阪府 11:44 62:30 1:01 10:00 熊本県 13:22 61:00 0:49 20:30

千葉県 11:55 35:50 1:08 8:50 兵庫県 12:24 42:00 1:14 11:00 大分県 13:29 70:20 0:47 10:00

東京都 12:04 41:30 1:01 8:30 奈良県 12:50 64:40 0:54 15:00 宮崎県 13:21 41:30 0:46 8:20

神奈川県 11:35 21:00 0:55 8:30 和歌山県 11:48 41:10 0:44 7:50 鹿児島県 14:20 59:00 0:51 8:40

山梨県 12:11 42:00 0:46 11:40 鳥取県 12:07 84:50 0:52 12:50 沖縄県 9:53 18:40 0:39 12:30

新潟県 11:43 59:40 0:30 8:00 島根県 11:33 40:20 0:31 8:40 全体 12:26 86:10 0:48 31:00

都道
府県

拘束時間 手待ち時間
都道
府県

拘束時間 手待ち時間
都道
府県

拘束時間 手待ち時間



奈良県版 

13 

  

 
・ドライバーの１運行の拘束時間は、全体では 13 時間以内が 60.1%であるが、16 時間超が 13.2%となっている。車種別にみると、16 時間超の割合は、
トレーラが 34.3%と最も高く、大型で 17.8%、中型で 1.7%、普通で 4.9%となっている。 

・拘束時間 15 時間超 16 時間以内が 7 日間で 3 回以上の運行は、全体では 1.0%となっており、車種別にみると、大型が 2.5%と最も高く、トレーラで
0.0%、中型で 0.0%、普通で 0.0%となっている。 

・休息期間 8 時間未満の運行は、全体では 20.6%となっており、車種別にみると、トレーラが 32.1%と最も高く、大型で 31.8%、普通で 6.1%、中型で 3.4%と
なっている。 

・連続運転時間 4 時間超の運行は、全体では 12.2%となっており、車種別にみると、トレーラが 40.0%と最も高く、大型で 14.4%、中型で 5.6%、普通で 2.4%
となっている。 

・７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合は、全体では 4.0%となっており、車種別にみると、大型が 7.5%となっている。 
 

ドライバーの拘束時間等の状況（車種別） 

全体 普通 中型 大型 トレーラ

13時間以内 60.1% 87.8% 73.9% 50.7% 42.9%

13時間超15時間以内 22.5% 4.9% 23.3% 24.8% 22.9%

15時間超16時間以内 4.2% 2.4% 1.1% 6.7% 0.0%

16時間超 13.2% 4.9% 1.7% 17.8% 34.3%

全体 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

（551運行）

１運行の
拘束時間

サンプル数 全体 普通 中型 大型 トレーラ

拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上 99名 1.0% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0%

休息期間8時間未満 452期間 20.6% 6.1% 3.4% 31.8% 32.1%

連続運転時間４時間超の運行 551運行 12.2% 2.4% 5.6% 14.4% 40.0%

７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合 99名 4.0% 0.0% 0.0% 7.5% 0.0%

※「休息期間8時間未満」は、各運行後の休息期間を車種別に集計したもの（調査期間中の最終運行後を除く）。

※「拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上」「７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合」は、調査期間中同一車種に乗務した

　　ドライバーについて集計したもの。（「全体」には、車種不明のほか、期間中複数車種に乗務したドライバーを含む）
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・走行距離帯別にみたドライバーの１運行の拘束時間は、16 時間超は長距離で 47.6%、短・中距離で 5.4%となっている。 

・休息期間 8 時間未満の運行は、長距離で 40.0%、短・中距離で 11.7%となっている。 

・連続運転時間 4 時間超の運行は、長距離で 35.7%、短・中距離で 6.0%となっている。 

ドライバーの拘束時間等の状況（走行距離帯別） 

全体 短・中距離 長距離

13時間以内 60.1% 65.8% 16.7%

13時間超15時間以内 22.5% 24.4% 28.6%

15時間超16時間以内 4.2% 4.4% 7.1%

16時間超 13.2% 5.4% 47.6%

全体 100.0% 100.0% 100.0%

（551運行）

１運行の
拘束時間

サンプル数 全体 短・中距離 長距離

拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上 － － － －

休息期間8時間未満 452期間 20.6% 11.7% 40.0%

連続運転時間４時間超の運行 551運行 12.2% 6.0% 35.7%

７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合 － － － －

※走行距離帯区分／短・中距離-500km以下、長距離－500km超（運行単位）

※「休息期間8時間未満」は、各運行後の休息期間を走行距離帯別に集計したもの（調査期間中の最終運行後を除く）。

※「拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上」「７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合」は、ドライバー単位の集計項目であるため、

　　集計対象外とする。
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・性別にみたドライバーの１運行の拘束時間は、16 時間超は男性で 13.2%、女性の回答はない。 

・拘束時間 15 時間超 16 時間以内が 7 日間で 3 回以上の運行は、男性で 1.0%、女性の回答はない。 

・休息期間 8 時間未満の運行は、男性で 20.6%、女性の回答はない。 

・連続運転時間 4 時間超の運行は、男性で 12.2%、女性の回答はない。 

・７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合は、男性で 4.0%、女性の回答はない。 

ドライバーの拘束時間等の状況（性別） 

全体 男性 女性

13時間以内 60.1% 60.1% -

13時間超15時間以内 22.5% 22.5% -

15時間超16時間以内 4.2% 4.2% -

16時間超 13.2% 13.2% -

全体 100.0% 100.0% -

（551運行）

１運行の
拘束時間

サンプル数 全体 男性 女性

拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上 99名 1.0% 1.0% -

休息期間8時間未満 452期間 20.6% 20.6% -

連続運転時間４時間超の運行 551運行 12.2% 12.2% -

７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合 99名 4.0% 4.0% -

※「休息期間8時間未満」は、各運行後の休息期間を集計したもの（調査期間中の最終運行後を除く）。
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・年齢別にみたドライバーの１運行の拘束時間は、16時間超は40歳～49歳で17.1%、50歳～59歳で12.9%、30歳～39歳で12.1%、29歳以下で0.0%、

60 歳以上で 0.0%となっている。 

・拘束時間 15 時間超 16 時間以内が 7 日間で 3 回以上の運行は、50 歳～59 歳で 3.6%となっている。 

・休息期間 8 時間未満の運行は、50 歳～59 歳で 33.1%、40 歳～49 歳で 17.5%、30 歳～39 歳で 15.7%、29 歳以下で 0.0%、60 歳以上で 0.0%となって

いる。 

・連続運転時間 4 時間超の運行は、40 歳～49 歳で 14.6%、50 歳～59 歳で 12.9%、30 歳～39 歳で 10.6%、60 歳以上で 3.6%、29 歳以下で 0.0%となっ

ている。 

・７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合は、50 歳～59 歳で 7.1%、30 歳～39 歳で 4.2%、40 歳～49 歳で 2.6%、29 歳以下で 0.0%、60 歳以上

で 0.0%となっている。 

ドライバーの拘束時間等の状況（年齢別） 

全体 29歳以下 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳以上

13時間以内 60.1% 75.0% 56.1% 53.7% 67.6% 71.4%

13時間超15時間以内 22.5% 25.0% 29.5% 23.9% 14.1% 28.6%

15時間超16時間以内 4.2% 0.0% 2.3% 5.4% 5.3% 0.0%

16時間超 13.2% 0.0% 12.1% 17.1% 12.9% 0.0%

全体 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

（551運行）

１運行の
拘束時間

サンプル数 全体 29歳以下 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳以上

拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上 99名 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0%

休息期間8時間未満 452期間 20.6% 0.0% 15.7% 17.5% 33.1% 0.0%

連続運転時間４時間超の運行 551運行 12.2% 0.0% 10.6% 14.6% 12.9% 3.6%

７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合 99名 4.0% 0.0% 4.2% 2.6% 7.1% 0.0%

※「休息期間8時間未満」は、各運行後の休息期間を集計したもの（調査期間中の最終運行後を除く）。
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・輸送品類別にみたドライバーの１運行の拘束時間は、16 時間超の割合は、化学工業品が 20.0%と最も多く、次いで雑工業品が 18.2%、金属機械工

業品が 13.1%、特殊品が 8.2%の順となっている。 

・休息期間 8 時間未満の運行は、化学工業品が 50.0%と最も多く、次いで雑工業品が 23.1%、金属機械工業品が 12.1%、特殊品が 10.5%の順となって

いる。 

・連続運転時間 4 時間超の運行は、金属機械工業品が 17.9%と最も多く、次いで特殊品が 12.2%、雑工業品が 12.1%、林産品が 11.8%、農水産品が

4.8%の順となっている。 

ドライバーの拘束時間等の状況（輸送品類別） 

全体 農水産品 林産品 鉱産品
金属機械
工業品

化学
工業品

軽工業品 雑工業品 排出物 特殊品

13時間以内 60.1% 95.2% 64.7% - 64.3% 60.0% 73.0% 57.6% - 46.9%

13時間超15時間以内 22.5% 4.8% 29.4% - 19.0% 20.0% 20.2% 18.2% - 28.6%

15時間超16時間以内 4.2% 0.0% 0.0% - 3.6% 0.0% 1.1% 6.1% - 16.3%

16時間超 13.2% 0.0% 5.9% - 13.1% 20.0% 5.6% 18.2% - 8.2%

全体 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0%

（551運行）

１運行の
拘束時間

サンプル数 全体 農水産品 林産品 鉱産品
金属機械
工業品

化学
工業品

軽工業品 雑工業品 排出物 特殊品

拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上 － － － － － － － － － － －

休息期間8時間未満 452期間 20.6% 5.9% 0.0% - 12.1% 50.0% 2.7% 23.1% - 10.5%

連続運転時間４時間超の運行 551運行 12.2% 4.8% 11.8% - 17.9% 0.0% 4.5% 12.1% - 12.2%

７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合 － － － － － － － － － － －

※単一品目を輸送する運行を対象に、品類単位に分類した上で集計（「全体」には、輸送品目不明のほか複数品目を輸送する運行を含む）。

※「休息期間8時間未満」は、各運行後の休息期間を輸送品類別に集計したもの（調査期間中の最終運行後を除く）。

※「拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上」「７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合」は、ドライバー単位の集計項目であるため、

　　集計対象外とする。
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・集配箇所数別にみたドライバーの１運行の拘束時間は、16 時間超の割合は、2 箇所が 24.7%と最も多く、次いで 3 箇所が 17.9%、4～5 箇所が 15.3%

となっている。 

・休息期間 8 時間未満の運行は、集配なしが 93.3%と最も多い。次いで 2 箇所が 37.8%、1 箇所が 30.6%となっており、集配箇所数が多いほど、休息期

間 8 時間未満の割合は低い。 

・連続運転時間 4 時間超の運行は、2 箇所が 22.7%と最も多く、次いで 3 箇所が 21.4%、1 箇所が 17.6%となっており、概ね集配箇所数が多いほど、連

続運転時間 4 時間超の運行の割合は低い。 

ドライバーの拘束時間等の状況（集配箇所数別） 

全体 集配なし 1箇所 2箇所 3箇所 4～5箇所 6～10箇所 11箇所以上

13時間以内 60.1% 100.0% 80.4% 54.6% 64.3% 56.7% 58.5% 7.1%

13時間超15時間以内 22.5% 0.0% 7.8% 16.5% 17.9% 24.7% 30.5% 50.0%

15時間超16時間以内 4.2% 0.0% 3.9% 4.1% 0.0% 3.3% 4.9% 28.6%

16時間超 13.2% 0.0% 7.8% 24.7% 17.9% 15.3% 6.1% 14.3%

全体 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

（551運行）

１運行の
拘束時間

サンプル数 全体
集配
なし

1箇所 2箇所 3箇所
4～5
箇所

6～10
箇所

11箇所
以上

拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上 － － － － － － － － －

休息期間8時間未満 452期間 20.6% 93.3% 30.6% 37.8% 22.0% 12.5% 8.6% 0.0%

連続運転時間４時間超の運行 551運行 12.2% 10.5% 17.6% 22.7% 21.4% 9.3% 3.7% 14.3%

７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合 － － － － － － － － －

※「休息期間8時間未満」は、各運行後の休息期間を集配箇所数別に集計したもの（調査期間中の最終運行後を除く）。

※「拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上」「７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合」は、ドライバー単位の集計項目であるため、

　　集計対象外とする。
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・地域別にみたドライバーの１運行の拘束時間は、16 時間超の割合は、九州（18.9%）が最も多く、次いで四国（15.4%）、中部（15.3%）、北陸信越

（14.9%）、東北（14.6%）、中国（13.1%）、近畿（9.8%）、関東（8.9%）、北海道（4.6%）、沖縄（1.2%）の順となっている。 

・拘束時間 15 時間超 16 時間以内が 7 日間で 3 回以上の運行は、近畿（2.2%）が最も多く、次いで中国（2.1%）、北海道（2.1%）、九州（2.0%）、中部

（1.9%）、関東（1.7%）、北陸信越（1.6%）、東北（0.9%）、四国（0.5%）、沖縄（0.0%）の順となっている。 

・休息期間 8 時間未満の運行は、北陸信越（22.9%）が最も多く、次いで九州（20.8%）、四国（20.7%）、東北（20.6%）、中部（16.6%）、中国（15.4%）、近畿

（12.7%）、関東（9.9%）、北海道（4.4%）、沖縄（1.5%）の順となっている。 

・連続運転時間 4 時間超の運行は、九州（16.0%）が最も多く、次いで四国（12.7%）、中国（11.6%）、中部（11.4%）、東北（10.7%）、北陸信越（9.8%）、北海

道（9.6%）、近畿（8.6%）、関東（7.4%）、沖縄（0.8%）の順となっている。 

・７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合は、九州（16.2%）が最も多く、次いで東北（12.7%）、四国（11.3%）、北陸信越（10.4%）、近畿（8.6%）、北

海道（8.4%）、中国（7.5%）、関東（6.7%）、中部（6.4%）、沖縄（4.5%）の順となっている。 

ドライバーの拘束時間等の状況（地域別） 

全体 北海道 東北 関東
北陸
信越

中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄

13時間以内 63.4% 70.5% 62.9% 62.4% 66.3% 59.4% 67.6% 64.7% 66.0% 56.2% 94.4%

13時間超15時間以内 17.6% 19.6% 15.7% 22.8% 13.5% 18.4% 17.5% 15.8% 14.1% 17.7% 4.2%

15時間超16時間以内 6.0% 5.3% 6.8% 5.9% 5.3% 6.9% 5.1% 6.3% 4.5% 7.2% 0.2%

16時間超 13.0% 4.6% 14.6% 8.9% 14.9% 15.3% 9.8% 13.1% 15.4% 18.9% 1.2%

全体 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

（27,266運行）

１運行の
拘束時間

サンプル数 全体 北海道 東北 関東
北陸
信越

中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄

拘束時間15時間超16時間以内が7日間で3回以上 5,029名 1.7% 2.1% 0.9% 1.7% 1.6% 1.9% 2.2% 2.1% 0.5% 2.0% 0.0%

休息期間8時間未満 22,237期間 15.8% 4.4% 20.6% 9.9% 22.9% 16.6% 12.7% 15.4% 20.7% 20.8% 1.5%

連続運転時間４時間超の運行 27,266運行 10.7% 9.6% 10.7% 7.4% 9.8% 11.4% 8.6% 11.6% 12.7% 16.0% 0.8%

７日間のうち、休日がなかったドライバーの割合 5,029名 9.8% 8.4% 12.7% 6.7% 10.4% 6.4% 8.6% 7.5% 11.3% 16.2% 4.5%

※「休息期間8時間未満」は、各運行後の休息期間を集計したもの（調査期間中の最終運行後を除く）。

※地域区分については、「付属資料」参照のこと。
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・運転時間に占める高速道路の割合と拘束時間の関係を走行距離帯別にみると、概ねどの距離帯でも運転時間に占める高速道路の割合が高いほ

ど平均拘束時間は短くなっている。 

運転時間に占める高速道路の割合と拘束時間の関係（走行距離帯別） 

～
100
㎞

101
～

200
㎞

201
～

300
㎞

301
～

400
㎞

401
～

500
㎞

501
～

600
㎞

601
㎞
以
上

～
100
㎞

101
～

200
㎞

201
～

300
㎞

301
～

400
㎞

401
～

500
㎞

501
～

600
㎞

601
㎞
以
上

0％ 8:38 11:13 11:57 13:19 15:18 19:00 - 14:30 15:50 18:40 18:50 18:50 21:40 -

20％未満 15:10 11:23 12:57 13:55 17:04 18:05 26:55 15:10 14:10 14:00 16:30 20:00 20:50 40:00

20％～50％未満 9:53 12:28 12:47 14:18 16:34 14:47 19:30 11:00 16:00 16:40 16:00 19:40 18:30 21:30

50％～80％未満 - 10:07 11:57 13:33 15:26 14:50 19:20 - 14:40 18:10 19:00 20:00 19:30 33:00

80％以上 - 4:00 3:20 13:30 11:17 13:30 16:04 - 4:00 3:20 21:30 18:20 19:00 22:10

運転時間に
占める

高速道路の
割合

平均拘束時間 最大拘束時間
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・１運行当りの拘束時間とその内訳をみると、「手待ち時間がある運行」のほうが「手待ち時間がない運行」に比べて平均拘束時間が 3 時間 41 分長

い。 

手待ち時間のある運行の平均手待ち時間は 1 時間 58 分であり、平均拘束時間の差（3 時間 41 分）と 1 時間 43 分程の違いはあるが、手待ち時間

の分、拘束時間が長くなっているとみることができる。 

平均
拘束時間 (運行数)

14:49 (254)

11:08 (297)

0:25

0:18

7:23

6:04

1:58 3:02

2:55

0:10

0:06

1:35

1:32

0:14

0:11

0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00

「手待ち時間がある運行」の平均値

「手待ち時間がない運行」の平均値

１運行あたりの拘束時間とその内訳

点検等 運転 手待 荷役 付帯他 休憩 不明
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・拘束時間別の作業構成（手待ち・荷役時間と拘束時間の関係）をみると、拘束時間が長い運行のほうが、手待ち時間と休憩時間の割合が長くなって

いる。 

(運行数)

平均
拘束時間

(551)

12:50 (125)

6:49 (83)

10:13 (123)

12:10 (124)

13:59 (23)

15:33 (73)

7.1%

4.5%

5.1%

5.2%

7.4%

6.6%

10.6%

23.2%

21.9%

24.6%

28.2%

27.9%

24.2%

14.2%

1.1%

0.9%

0.4%

1.5%

1.1%

3.6%

0.5%

12.2%

9.2%

12.5%

10.9%

10.2%

15.0%

15.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

～9時間

9～11時間

11～13時間

13～15時間

15～16時間

16時間～

拘束時間別の作業構成（手待ち・荷役時間と拘束時間の関係）

点検等 運転 手待 荷役 付帯他 休憩 不明
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・手待ち時間が発生した運行について、手待ち時間の発生状況を１運行あたりでみると、1 時間超 2 時間以内が 26.0%と最も多く、次いで 30 分超 1 時

間以内が 23.2%となっている。3 時間超の手待ち時間の運行も 19.3%ある。 

・手待ち時間の発生状況を荷役作業１回あたりでみると、30 分以内が 37.7%と最も多く、次いで 30 分超 1 時間以内が 23.6%となっている。1 回あたり 3

時間超も 8.3%ある。 

手待ち時間の発生状況（1運行あたりの分布） 

 

手待ち時間の発生状況（荷役作業 1回あたりの分布） 

 

【手待ち時間が発生した運行：254運行】

～30分
20.5%

30分～1時間
23.2%

1時間～2時間
26.0%

2時間～3時間
11.0%

3時間～
19.3%

平均時間

1時間58分

【手待ち時間が発生した荷役作業：延べ398回】

～30分
37.7%

30分～1時間
23.6%

1時間～2時間
23.1%

2時間～3時間
7.3%

3時間～
8.3%

平均時間

1時間15分
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・手待ち時間（合計）の発生状況を荷役作業１回あたりでみると、平均手待ち時間の長い上位 5 品目は、「合成樹脂・塗料など化学性原料」、「精密機

械・生産用機械・業務用機械」、「壁紙・タイルなど住宅用資材」、「鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材」、「家電・民生用機械」となっている。 

・発着別にみると、発荷主で 1 時間 17 分、着荷主で 1 時間 17 分となっている。 

・時間指定の有無別にみると、時間指定ありで 1 時間 26 分、午前・午後の指定ありで 1 時間 33 分、時間指定なしで 1 時間 04 分となっている。 

・手待ち後の荷役の方法別にみると、パレット崩し手荷役が 1 時間 23 分と最も長く、手荷役は 1 時間 13 分となっている。 

手待ち時間（合計）の発生状況（荷役作業１回あたり） 

※各表とも不明を除き構成比を算出 

※「荷主都合」による手待ち時間、「ドライバーの自主的な行動」による手待ち時間、「その他の時間調整等」による手待ち時間のいずれかが発生している荷役作業を対象として集計 

※「発着荷主別」については、「発・着両方」の回答を「着荷主」に含めて集計 

平均手待ち時間の長い上位５品目
（延べ発生回数：391回）

荷役
作業
回数

手待
発生
回数

平均
時間

最大
時間

合成樹脂・塗料など化学性原料 14回 3回 2:56 5:20

精密機械・生産用機械・業務用機械 9回 4回 2:50 4:00

壁紙・タイルなど住宅用資材 52回 14回 2:17 8:30

鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 53回 22回 1:57 6:20

家電・民生用機械 67回 17回 1:54 5:00

平均
時間

最大
時間

発荷主 ( 47.7%) 1:17 6:10

着荷主 ( 52.3%) 1:17 8:30

発着荷主別
（延べ発生回数：369回）

平均
時間

最大
時間

時間指定あり ( 29.2%) 1:26 8:30

午前・午後の指定あり ( 18.2%) 1:33 6:10

時間指定なし ( 52.7%) 1:04 6:00

時間指定の有無別
（延べ発生回数：391回）

平均
時間

最大
時間

手荷役 ( 23.1%) 1:13 4:10

パレット崩し手荷役 (  6.9%) 1:23 5:00

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ( 14.7%) 0:59 6:10

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業） ( 45.2%) 1:18 8:30

ロールボックス荷役 (  2.8%) 0:46 1:50

その他 (  7.4%) 1:28 4:40

手待ち後の荷役の方法別
（延べ発生回数：394回）
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・「荷主都合」による手待ち時間の発生状況（荷役作業１回あたり）をみると、平均手待ち時間の長い上位 5 品目は、「合成樹脂・塗料など化学性原

料」、「精密機械・生産用機械・業務用機械」、「加工食品」、「家電・民生用機械」、「鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材」となっている。 

・発着別にみると、発荷主で 1 時間 09 分、着荷主で 1 時間 19 分となっている。 

・時間指定の有無別にみると、時間指定ありが 1 時間 22 分、午前・午後の指定ありが 1 時間 34 分、時間指定なしが 1 時間 03 分となっている。 

・手待ち後の荷役の方法別にみると、パレット崩し手荷役が 1 時間 26 分と最も長く、手荷役は 1 時間 09 分となっている。 

「荷主都合」による手待ち時間の発生状況（荷役作業１回あたり） 

※各表とも不明を除き構成比を算出  ※「荷主都合」による手待ち時間が発生している荷役作業を対象として集計 

※「発着荷主別」については、「発・着両方」の回答を「着荷主」に含めて集計 

 

荷主都合による手待ち時間の長い上位５品目
（延べ発生回数：292回）

荷役
作業
回数

手待
発生
回数

平均
時間

最大
時間

合成樹脂・塗料など化学性原料 14回 3回 2:56 5:20

精密機械・生産用機械・業務用機械 9回 4回 2:40 4:00

加工食品 500回 44回 1:50 6:10

家電・民生用機械 67回 13回 1:40 4:30

鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 53回 21回 1:32 4:40

平均

時間

最大

時間

発荷主 ( 49.3%) 1:09 5:00

着荷主 ( 50.7%) 1:19 6:10

発着荷主別
（延べ発生回数：270回）

平均

時間

最大

時間

時間指定あり ( 28.8%) 1:22 6:10

午前・午後の指定あり ( 14.7%) 1:34 6:00

時間指定なし ( 56.5%) 1:03 5:00

時間指定の有無別
（延べ発生回数：292回）

平均

時間

最大

時間

手荷役 ( 27.0%) 1:09 4:10

パレット崩し手荷役 (  7.8%) 1:26 5:00

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ( 14.2%) 1:05 6:10

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業） ( 38.2%) 1:14 6:00

ロールボックス荷役 (  3.4%) 0:48 1:50

その他 (  9.5%) 1:23 4:40

手待ち後の荷役の方法別
（延べ発生回数：296回）
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・「ドライバーの自主的な行動」による手待ち時間の発生状況（荷役作業１回あたり）をみると、平均手待ち時間の長い上位 5 品目は、「壁紙・タイルな

ど住宅用資材」、「飲料・酒」、「鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材」、「家電・民生用機械」、「紙・パルプ」となっている。 

・発着別にみると、発荷主で 1 時間 23 分、着荷主で 1 時間 15 分となっている。 

・時間指定の有無別にみると、時間指定ありが 1 時間 12 分、午前・午後の指定ありが 1 時間 22 分、時間指定なしが 1 時間 28 分となっている。 

・手待ち後の荷役の方法別にみると、フォークリフト荷役（荷主側が作業）が 1 時間 44 分と最も長く、手荷役は 1 時間 03 分となっている。 

「ドライバーの自主的な行動」による手待ち時間の発生状況（荷役作業１回あたり） 

※各表とも不明を除き構成比を算出  ※「ドライバーの自主的な行動」による手待ち時間が発生している荷役作業を対象として集計 

※「発着荷主別」については、「発・着両方」の回答を「着荷主」に含めて集計 

「ドライバーの自主的行動」による
手待ち時間の長い上位５品目

（延べ発生回数：80回）

荷役
作業
回数

手待
発生
回数

平均
時間

最大
時間

壁紙・タイルなど住宅用資材 52回 3回 5:10 7:40

飲料・酒 112回 4回 1:52 2:20

鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 53回 1回 1:50 1:50

家電・民生用機械 67回 6回 1:48 5:00

紙・パルプ 100回 6回 1:40 2:30

平均

時間

最大

時間

発荷主 ( 56.3%) 1:23 6:00

着荷主 ( 43.8%) 1:15 7:40

発着荷主別
（延べ発生回数：80回）

平均

時間

最大

時間

時間指定あり ( 41.3%) 1:12 7:40

午前・午後の指定あり ( 31.3%) 1:22 2:30

時間指定なし ( 27.5%) 1:28 6:00

時間指定の有無別
（延べ発生回数：80回）

平均

時間

最大

時間

手荷役 ( 16.3%) 1:03 2:10

パレット崩し手荷役 (  3.8%) 0:43 1:00

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ( 21.3%) 0:35 2:40

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業） ( 55.0%) 1:44 7:40

ロールボックス荷役 (  1.3%) 0:30 0:30

その他 (  2.5%) 1:50 1:50

手待ち後の荷役の方法別
（延べ発生回数：80回）
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・「その他の時間調整」による手待ち時間の発生状況（荷役作業１回あたり）をみると、平均手待ち時間の長い上位 5 品目は、「鉄鋼厚板・金属薄板・

地金等金属素材」、「プラスチック性部品･加工品、ゴム性部品･加工品」、「紙・パルプ」、「飲料・酒」、「その他」となっている。 

・発着別にみると、発荷主で 1 時間 48 分、着荷主で 46 分となっている。 

・時間指定の有無別にみると、時間指定ありが 1 時間 33 分、午前・午後の指定ありが 1 時間 14 分、時間指定なしが 41 分となっている。 

・手待ち後の荷役の方法別にみると、パレット崩し手荷役が 2 時間 20 分と最も長く、手荷役は 1 時間 23 分となっている。 

「その他の時間調整等」による手待ち時間の発生状況（荷役作業１回あたり） 

※各表とも不明を除き構成比を算出  ※「その他の時間調整等」による手待ち時間が発生している荷役作業を対象として集計 

※「発着荷主別」については、「発・着両方」の回答を「着荷主」に含めて集計 

 

「その他の時間調整等」による
手待ち時間の長い上位５品目

（延べ発生回数：38回）

荷役
作業
回数

手待
発生
回数

平均
時間

最大
時間

鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材 53回 2回 4:25 5:00

プラスチック性部品･加工品、ゴム性部品･加工品 158回 2回 2:20 3:20

紙・パルプ 100回 1回 1:20 1:20

飲料・酒 112回 2回 1:10 1:20

その他 174回 2回 1:10 2:00

平均

時間

最大

時間

発荷主 ( 15.8%) 1:48 3:20

着荷主 ( 84.2%) 0:46 5:00

発着荷主別
（延べ発生回数：38回）

平均

時間

最大

時間

時間指定あり ( 15.8%) 1:33 5:00

午前・午後の指定あり ( 18.4%) 1:14 3:20

時間指定なし ( 65.8%) 0:41 3:50

時間指定の有無別
（延べ発生回数：38回）

平均

時間

最大

時間

手荷役 ( 11.1%) 1:23 2:00

パレット崩し手荷役 (  2.8%) 2:20 2:20

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） (  5.6%) 0:45 1:00

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業） ( 77.8%) 0:37 3:50

ロールボックス荷役 (  0.0%) - -

その他 (  2.8%) 0:20 0:20

手待ち後の荷役の方法別
（延べ発生回数：36回）
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・「荷役時間」の発生状況（荷役作業１回あたり）をみると、平均荷役時間の長い上位 5 品目は、「鋼材・建材などの建築･建設用金属製品」、「壁紙・タ

イルなど住宅用資材」、「糸・反物などの繊維素材」、「家電・民生用機械」、「衣服・布団などの繊維製品」となっている。 

・発着別にみると、発荷主で 44 分、着荷主で 48 分となっている。 

・時間指定の有無別にみると、時間指定ありで 39 分、午前・午後の指定ありで 45 分、時間指定なしで 51 分となっている。 

・荷役の方法別にみると、フォークリフト荷役（荷主側が作業）が 58 分と最も長く、手荷役は 40 分、最も短いロールボックス荷役が 31 分となっている。 

・荷役料金の収受別にみると、運賃に含んで収受が 49 分、運賃とは別に実費収受が 1 時間 10 分、収受していないが 41 分となっている。 

荷役時間の発生状況（荷役作業１回あたり） 

※各表とも不明を除き構成比を算出 

※「発着荷主別」については、「発・着両方」の回答を「着荷主」に含めて集計 

荷役時間時間の長い上位５品目
（延べ発生回数：2,327回）

発生
回数

平均値 最大値

鋼材・建材などの建築･建設用金属製品 155回 1:56 6:40

壁紙・タイルなど住宅用資材 52回 0:59 5:30

糸・反物などの繊維素材 5回 0:56 1:30

家電・民生用機械 67回 0:54 3:00

衣服・布団などの繊維製品 12回 0:52 1:30

平均値 最大値

発荷主 ( 44.6%) 0:44 6:00

着荷主 ( 55.4%) 0:48 6:40

発着荷主別
（延べ発生回数：2,206回）

平均値 最大値

時間指定あり ( 36.7%) 0:39 5:30

午前・午後の指定あり ( 10.3%) 0:45 3:00

時間指定なし ( 53.0%) 0:51 6:40

時間指定の有無別
（延べ発生回数：2,256回）

平均値 最大値

手荷役 ( 33.7%) 0:40 4:00

パレット崩し手荷役 (  5.7%) 0:46 3:30

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） ( 20.1%) 0:41 3:20

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業） ( 28.4%) 0:58 6:40

ロールボックス荷役 (  8.1%) 0:31 2:20

その他 (  4.0%) 0:45 2:40

荷役の方法別
（延べ発生回数：2,353回）

平均値 最大値

運賃に含んで収受している ( 54.2%) 0:49 6:40

運賃とは別に実費収受している (  0.2%) 1:10 6:00

収受していない ( 36.2%) 0:41 3:30

荷役料金の収受の有無別
（延べ発生回数：2,151回）
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・その他の付帯作業の内容は、「検品」（71.3%）が最も多く、次いで「保管場所までの横持ち運搬」（66.3%）、「商品仕分け」（9.3%）、「納品場所の整理」

（7.0%）等となっている。 

・「検品」が発生している割合の高い上位 5 品目は、「完成自動車・オートバイ」、「生鮮食品」、「その他の化学製品」、「加工食品」、「金属部品・金属

加工品（半製品）」となっている。 

・「保管場所までの横持ち運搬」が発生している割合の高い上位 5 品目は、「ガソリン・軽油など石油石炭製品」、「生鮮食品」、「加工食品」、「金属部

品・金属加工品（半製品）」、「紙・パルプ」となっている。 

その他の付帯作業の内容、発生している割合の高い上位５品目 

※複数回答 

付帯作業を伴う荷役作業回数
（891回）

付帯
作業
回数

回答
比率

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

飲料・酒
衣服・布団などの
繊維製品

プラスチック性部品･加工
品、ゴム性部品･加工品

米・麦・穀物
鉄鋼厚板・金属薄板
・地金等金属素材

(11.6%) (8.3%) (7.6%) (3.0%) (1.9%)

ガソリン・軽油など
石油石炭製品

生鮮食品 加工食品
金属部品・金属加工品
（半製品）

紙・パルプ

(100.0%) (66.3%) (60.6%) (33.3%) (28.0%)

飲料・酒 書籍・印刷物

(16.1%) (7.5%)

その他の化学製品 書籍・印刷物
金属部品・金属加工品
（半製品）

プラスチック性部品･加工
品、ゴム性部品･加工品

飲料・酒

(17.2%) (15.0%) (12.8%) (11.4%) (5.4%)

完成自動車・オートバイ 生鮮食品 その他の化学製品 加工食品
金属部品・金属加工品
（半製品）

(100.0%) (70.8%) (65.5%) (59.0%) (50.8%)

飲料・酒 その他の化学製品
金属部品・金属加工品
（半製品）

加工食品
プラスチック性部品･加工
品、ゴム性部品･加工品

(8.0%) (6.9%) (3.1%) (1.2%) (0.6%)

その他

(0.6%)

その他の化学製品

(6.9%)

棚入れ 32回 3.6%

保管場所までの横持ち運搬 591回 66.3%

商品仕分け 83回 9.3%

資材、廃材等の回収 58回 6.5%

納品場所の整理 62回 7.0%

検品 635回 71.3%

その他 2回 0.2%

ラベル貼り 2回 0.2%
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・荷役に対する書面化の有無は、「書面化している」が 37.1%、「口頭で依頼」が 47.4%、「事前連絡なし」が 15.5%となっている。 

・書面化が進んでいない 5 品目は、「生鮮食品」、「その他の化学製品」、「書籍・印刷物」、「その他」、「空容器・返回送資材」となっている。 

荷役に対する書面化の有無と各項目の上位５品目、下位５品目 

荷役
作業
回数

構成比 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

完成自動車・オートバイ
合成樹脂・塗料など
化学性原料

原木・材木等の林産品
壁紙・タイルなど
住宅用資材

糸・反物などの繊維素材

(100.0%) (91.7%) (87.8%) (80.4%) (75.0%)

生鮮食品 その他の化学製品 書籍・印刷物 その他 空容器・返回送資材

(2.2%) (13.0%) (13.3%) (17.2%) (18.8%)

ガソリン・軽油など
石油石炭製品

生鮮食品 その他の化学製品 空容器・返回送資材 日用品

(100.0%) (97.8%) (87.0%) (81.3%) (70.4%)

宅配便・特積み貨物 書籍・印刷物 再生資源・スクラップ 原木・材木等の林産品
合成樹脂・塗料など
化学性原料

(1.9%) (3.3%) (5.9%) (7.0%) (8.3%)

鉱石・砂利・砂・石材等
の鉱産品

宅配便・特積み貨物 書籍・印刷物 医薬品 再生資源・スクラップ

(100.0%) (98.1%) (83.3%) (33.3%) (23.5%)

加工食品
金属部品・金属加工品
（半製品）

家電・民生用機械
鋼材・建材などの
建築･建設用金属製品

米・麦・穀物

(0.4%) (0.5%) (1.5%) (2.6%) (3.1%)

合　計 2,156回 100.0%

書面化
している

800回 37.1%

上位５品目

下位５品目

口頭で依頼 1,022回 47.4%

上位５品目

下位５品目

事前連絡なし 334回 15.5%

上位５品目

下位５品目
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・荷役料金の収受の有無は、「運賃に含んで収受」が 59.8%、「運賃とは別に収受」が 0.2%、「収受していない」が 39.9%となっている。 

・荷役料金を収受していない上位 5 品目は、「鉱石・砂利・砂・石材等の鉱産品」「宅配便・特積み貨物」「合成樹脂・塗料など化学性原料」「書籍・印刷

物」「その他の化学製品」となっている。 

・荷役の内容について書面化していて荷役料金を収受できているケースは 59.1%であるのに対し、事前に連絡を受けていないケースでは 85.8%で荷役

料金を収受できていない。 

 

荷役に対する書面化の有無と荷役料金の収受の有無の関係 

荷役料金の収受の有無と各項目の上位５品目 

荷役
作業
回数

構成比 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

生鮮食品 完成自動車・オートバイ 機械ユニット・半製品
ガソリン・軽油など
石油石炭製品

鋼材・建材などの
建築･建設用金属製品

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) (91.4%)

再生資源・スクラップ
鉄鋼厚板・金属薄板
・地金等金属素材

飲料・酒 加工食品

(5.9%) (2.6%) (2.0%) (0.2%)

鉱石・砂利・砂・石材等
の鉱産品

宅配便・特積み貨物
合成樹脂・塗料など
化学性原料

書籍・印刷物 その他の化学製品

(100.0%) (98.2%) (90.9%) (90.0%) (87.0%)

合　計 2,151回 100.0%

収受
していない

859回 39.9%

運賃に含んで
収受している

1,287回 59.8%

運賃とは別に
実費収受
している

5回 0.2%

（回答：2,092件）
運賃に含んで
収受している

運賃とは別に
実費収受している

収受していない 合　計

書面化している 59.0% 0.1% 40.9% 100.0%

口頭で依頼 76.3% 0.4% 23.3% 100.0%

事前連絡なし 14.2% 0.0% 85.8% 100.0%
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・高速道路料金の収受の有無は、「運賃に含んで収受」が 45.5%、「運賃とは別に収受」が 6.4%、「収受していない」が 48.1%となっている。 

・収受していない上位 5 品目は、「飲料・酒」、「米・麦・穀物」、「書籍・印刷物」、「その他の化学製品」、「再生資源・スクラップ」となっている。 

・運賃とは別に収受している上位 5 品目は、「機械ユニット・半製品」、「精密機械・生産用機械・業務用機械」、「紙・パルプ」、「プラスチック性部品･加

工品、ゴム性部品･加工品」、「医薬品」となっている。 

高速道路料金の収受の有無と各項目の上位５品目 

荷役
作業
回数

構成比 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

完成自動車・オートバイ 生鮮食品
鉱石・砂利・砂・石材等
の鉱産品

ガソリン・軽油など
石油石炭製品

金属部品・金属加工品
（半製品）

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) (90.6%)

機械ユニット・半製品
精密機械・生産用機械
・業務用機械

紙・パルプ
プラスチック性部品･加工
品、ゴム性部品･加工品

医薬品

(100.0%) (66.7%) (50.0%) (33.3%) (33.3%)

飲料・酒 米・麦・穀物 書籍・印刷物 その他の化学製品 再生資源・スクラップ

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%)

合　計 624回 100.0%

収受
していない

300回 48.1%

運賃に含んで
収受している

284回 45.5%

運賃とは別に
実費収受
している

40回 6.4%
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自由記載 

【出発遅れについて】 

・協力会社は必ず最後にしか積込みしてくれない。自社車優先。（30～39 歳・男性） 

 

【その他】 

・その他の付帯作業料金は納入先より収受している。（30～39 歳・男性） 
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・回答事業者の平均保有台数は、全体で 31.7 台、内訳は大型が最も多く 14.4 台、次いで中型が 9.2 台、普通が 6.0 台、トラクターが 2.1 台。 

・保有車両台数別の事業者数の分布は 21～50 台が 50.0%と最も多く、次いで 11～20 台（30.8%）、51～100 台（15.4%）の順。 

・ドライバーの年齢構成は、40～49 歳が 44.6%と最も多く、次いで 50～59 歳（21.1%）、30～39 歳（19.6%）で、20 歳未満は 0.3%に過ぎない。 

事業者調査結果 

問２-１．平均保有車両台数 問３．集配業務に従事しているドライバーの性別・年齢別・免許別の構成 

問２-２．保有車両台数別の事業者数の分布 

（回答26件）

普通(車両総重量5ｔ未満） 6.0台

中型(車両総重量5ｔ以上11ｔ未満） 9.2台

大型(車両総重量11ｔ以上） 14.4台

トラクター 2.1台

合　計 31.7台

回答数 構成比

5台以下 0件 0.0%

6～10台 1件 3.8%

11～20台 8件 30.8%

21～50台 13件 50.0%

51～100台 4件 15.4%

101台以上 0件 0.0%

合　計 26件 100.0%

う

ち

牽

引

う

ち

牽

引

う

ち

牽

引

20歳未満 0.3% 7.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 7.4% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 5.8% 33.3% 8.4% 3.2% 3.6% 5.9% - 0.0% 20.0% 33.3% 5.8% 33.3% 7.9% 3.3% 4.7%

30～39歳 19.8% 7.4% 24.1% 18.7% 25.3% 11.8% - 16.7% 0.0% 0.0% 19.6% 7.4% 23.6% 18.5% 24.4%

40～49歳 44.7% 18.5% 38.7% 48.6% 44.6% 41.2% - 25.0% 80.0% 66.7% 44.6% 18.5% 37.9% 49.0% 45.3%

50～59歳 21.4% 25.9% 19.4% 21.9% 20.5% 11.8% - 16.7% 0.0% 0.0% 21.1% 25.9% 19.2% 21.7% 19.8%

60歳以上 8.1% 7.4% 9.4% 7.6% 6.0% 23.5% - 33.3% 0.0% 0.0% 8.5% 7.4% 10.8% 7.5% 5.8%

不　明 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% - 8.3% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.5% 0.0% 0.0%

全　体 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

ドライバー数 693 27 191 475 83 17 0 12 5 3 710 27 203 480 86

構成比 100.0% 3.9% 27.6% 68.5% 12.0% 100.0% 0.0% 70.6% 29.4% 17.6% 100.0% 3.8% 28.6% 67.6% 12.1%

（回答
26件）

男性 女性 全体

計
普
通

中
型

大
型

計
大
型

普
通

中
型

大
型

計
普
通

中
型
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・ドライバーの労働時間は、「最も長い運転者」と回答があった中で最も長い時間は、泊付き輸送の担当者で、１日の拘束時間が 24 時間、１日の運転

時間 16 時間、連続運転時間が 8 時間、１日の手待ち時間が 6 時間となっている。 

・「平均的な運転者」の回答の平均時間は、１日の拘束時間が、泊付き輸送担当で 10.7 時間、日帰り輸送担当で 11.0 時間、両方担当で 11.6 時間と

泊付き及び日帰りの両方を担当のほうが長い。１日の手待ち時間も泊付き輸送担当で 1.0 時間、日帰り輸送担当で 1.7 時間、両方担当で 2.0 時間と

泊付き及び日帰りの両方を担当のほうが長い。 

問４．ドライバーの労働時間の実態（平成２７年７月実績） 

泊付きの輸送を
担当

日帰り輸送を
担当

泊付き及び日帰りの
両方を担当

泊付きの輸送を
担当

日帰り輸送を
担当

泊付き及び日帰りの
両方を担当

１か月の拘束時間
（293時間以内）

480時間 387時間 198時間 257.7時間 228.3時間 245.0時間

１日の拘束時間
（原則13時間以内、最長16時間）

24時間 22時間 9時間 10.7時間 11.0時間 11.6時間

１日の運転時間
（2日平均で1日当たり9時間以内）

16時間 18時間 7時間 9.7時間 5.2時間 6.0時間

１週間の運転時間
(2週平均で1週間当たり44時間以内)

70時間 60時間 39時間 48.3時間 29.3時間 32.8時間

連続運転時間
（4時間以内）

8時間 5時間 4時間 4.0時間 2.1時間 2.6時間

１日の手待ち時間 6時間 5時間 2時間 1.0時間 1.7時間 2.0時間

１か月の総労働時間 648時間 312時間 48時間 309.0時間 195.6時間 213.0時間

１か月の時間外労働時間 190時間 160時間 0時間 21.3時間 33.8時間 26.4時間

泊付きの輸送を
担当

日帰り輸送を
担当

泊付き及び日帰りの
両方を担当

泊付きの輸送を
担当

日帰り輸送を
担当

泊付き及び日帰りの
両方を担当

休息期間
（継続8時間以上）

1時間 1時間 15時間 6.0時間 3.7時間 7.4時間

労働時間の項目
（カッコ内は改善基準告示の概要）

「最も長い運転者」と回答があった中で最も長い時間 「平均的な運転者」の回答の平均時間

労働時間の項目
「最も短い運転者」と回答があった中で最も短い時間 「平均的な運転者」の回答の平均時間

※「泊付きの輸送」とは、アンケート調査票問４．の勤務体系にある「長距離貨物輸送」を指す。
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・ドライバーの不足状況は、全体で「不足している」が 50.0%、「不足していない」が 26.9%。不足している場合は、1 社平均で 2.9 人の不足となっている。 

・都道府県別にみると、不足が 90％を超えるところがある一方、50％を切るところもあるなど、差がみられる。 

問５-１． 

ドライバーの不足状況 

（回答26件） 不足している 不足していない
わからない・どちらと

もいえない
合　計

不足している人数
（１社平均）

５台以下 - - - - -

６～１０台 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% -

１１～２０台 75.0% 12.5% 12.5% 100.0% 1.5人

２１～５０台 30.8% 46.2% 23.1% 100.0% 3.6人

５１～１００台 75.0% 0.0% 25.0% 100.0% 3.7人

１０１台以上 - - - - -

全　体 50.0% 26.9% 23.1% 100.0% 2.9人

都道府県 不足の割合
不足人数

（１社平均）
都道府県 不足の割合

不足人数
（１社平均）

都道府県 不足の割合
不足人数

（１社平均）

北海道 53.5% 5.1人 長野県 72.7% 4.8人 岡山県 70.0% 3.4人

青森県 75.9% 4.5人 富山県 80.0% 4.0人 広島県 78.6% 6.0人

岩手県 80.0% 4.3人 石川県 83.3% 4.6人 山口県 81.0% 2.1人

宮城県 85.0% 3.3人 福井県 87.5% 3.8人 徳島県 65.2% 2.9人

秋田県 80.0% 2.5人 岐阜県 57.9% 8.9人 香川県 72.0% 3.1人

山形県 75.0% 4.0人 静岡県 75.0% 3.6人 愛媛県 65.7% 4.0人

福島県 96.7% 5.0人 愛知県 83.9% 7.4人 高知県 55.6% 3.7人

茨城県 55.6% 6.3人 三重県 60.6% 3.3人 福岡県 77.8% 3.5人

栃木県 65.2% 2.5人 滋賀県 54.8% 2.6人 佐賀県 74.3% 4.2人

群馬県 85.7% 4.0人 京都府 68.0% 3.7人 長崎県 72.4% 3.9人

埼玉県 71.4% 5.7人 大阪府 45.7% 4.2人 熊本県 63.6% 3.2人

千葉県 75.9% 3.9人 兵庫県 83.3% 6.4人 大分県 56.7% 2.8人

東京都 60.0% 4.6人 奈良県 50.0% 2.9人 宮崎県 76.2% 4.3人

神奈川県 68.4% 3.5人 和歌山県 44.4% 3.6人 鹿児島県 91.7% 3.3人

山梨県 57.1% 2.8人 鳥取県 47.6% 4.6人 沖縄県 56.5% 5.2人

新潟県 81.0% 7.9人 島根県 61.1% 2.6人 全 体 68.8% 4.2人
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（回答13件） 回答比率

ドライバーの早出残業で対応している 0.0%

ドライバーの休日出勤で対応している 7.7%

予備のドライバーで対応している 23.1%

事務職・管理職で対応している 53.8%

下請・傭車で対応している 84.6%

対応できず輸送を断っている 46.2%

その他 0.0%

※複数回答

・ドライバーが不足している場合の対応は、「下請・傭車で対応している」が 84.6%と最も多く、「対応できず輸送を断っている」との回答も 46.2%ある。 

・荷主との取引関係は、「時間指定あり」の割合は、真荷主の場合で 46.3%、元請け荷主の場合でも 45.2%ある。 

・荷役作業の割合は、真荷主の場合は「手荷役」が 31.0%と最も多く、元請け荷主の場合は「ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業）」が 33.3%と最も多くなって

いる。 

・荷役作業以外の付帯作業がある割合は、真荷主の場合で 35.0%、元請け荷主の場合で 29.3%ある。 

問６．ドライバーが不足している場合の対応 問７．荷主との取引関係① 

 

 

時間指定の有無
真荷主
（24件）

元請け荷主
（23件）

時間指定あり 46.3% 45.2%

時間帯の指定あり 39.2% 47.2%

時間指定なし 14.6% 7.6%

合　計 100.0% 100.0%

荷役作業の割合
真荷主
（24件）

元請け荷主
（23件）

手荷役 31.0% 28.7%

パレット崩し手荷役 8.8% 8.7%

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが作業） 20.8% 20.0%

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ荷役（荷主側が作業） 29.0% 33.3%

ロールボックス荷役 4.0% 0.7%

その他 6.5% 8.7%

合　計 100.0% 100.0%

上記荷役作業以外の付帯作業の有無
真荷主
（20件）

元請け荷主
（21件）

上記荷役作業以外の付帯作業のあり 35.0% 29.3%

上記荷役作業以外の付帯作業なし 65.0% 70.7%

合　計 100.0% 100.0%
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問７．荷主との取引関係② 

・荷役作業、付帯作業に対する書面化は、「書面化している」が真荷主で 41.0%、元請け荷主で 34.6%となっている。 

・荷役料金の収受「有り」は、真荷主で 20.7%、元請け荷主で 18.3%となっている。 

・車両留置料の収受「有り」は、真荷主で 8.8%、元請け荷主で 10.0%となっている。 

・有料道路料金等の収受「有り」は、真荷主で 24.6%、元請け荷主で 20.7%となっている。 

・路上駐車の発生「有り」は、真荷主で 18.3%、元請け荷主で 17.6%となっている。 

荷役作業、付帯作業に対する
書面化の有無

真荷主
（24件）

元請け荷主
（23件）

書面化している 41.0% 34.6%

口頭で依頼 41.5% 48.7%

事前連絡なし 17.5% 16.7%

合　計 100.0% 100.0%

荷役料金の収受の有無
真荷主
（22件）

元請け荷主
（20件）

収受している 20.7% 18.3%

収受していない 79.3% 81.8%

合　計 100.0% 100.0%

車両留置料の収受の有無
真荷主
（20件）

元請け荷主
（19件）

収受している 8.8% 10.0%

収受していない 91.3% 90.0%

合　計 100.0% 100.0%

有料道路料金等の収受の有無
真荷主
（24件）

元請け荷主
（23件）

収受している 24.6% 20.7%

収受していない 75.4% 79.3%

合　計 100.0% 100.0%

路上駐車の発生の有無
真荷主
（24件）

元請け荷主
（23件）

発生している 18.3% 17.6%

発生していない 81.7% 82.4%

合　計 100.0% 100.0%
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・荷主企業への時間短縮への協力依頼については、「真荷主に依頼した」が 56.5%あり、うち「協力を得られた」程度は 45.0%となっている。「元請け運

送事業者に依頼した」も 43.5%となっているが、うち「協力を得られた」のは 43.1%となっている。 

・「協力を依頼したいができない」が 17.4%、「協力依頼したことはない」も 26.1%となっている。 

問８．荷主企業への時間短縮への協力依頼の有無と協力程度 

協力を 

依頼したいが 

できない 

（依頼できない理由） 

真荷主に 

協力依頼した 

（具体的な依頼内容） 

元請け 

運送事業者に 

協力依頼した 

（具体的な依頼内容） 

〈積込み時の手待ち時間の短縮〉 
・積込み時間の短縮・荷物の積み時間確認・生産時間の短縮､積込み時間の指定（品物ができず､積込み待機時間が長くなる） 

〈配送先の手待ち時間の短縮〉 
・納品時間の調整・到着時間の変更（荷物の出来上り遅れのため）・入構前に到着時間を再度連絡。 
・荷物の卸し時間確認・時間指定（店に到着しても荷降ろしができず、次の時間指定の店舗に間に合わない） 
・配送先で長時間の手待ちが発生したので、早く取卸しに移れるよう依頼（到着順の受付のため、受け入れられず） 

〈その他〉・出荷日､着日の変更・棚入れ作業の軽減・高速料金の請求（荷物の出来上り遅れのため）・積込み場所(ｽﾍﾟｰｽ)を増やす。 
・繁忙期の待ち時間は､昼の 2～3 時に入庫して､積み上がりは夜中の 3:00 などのことが､あたり前のように行なわれている現状｡普段でも､3～5 時間待たさ

れており、その仕事を受ける業者がないと取引先も困るため、改善を何度も要請。 

〈積込み時の手待ち時間の短縮〉 
･出荷時間の厳守､前倒し・宵積み時の待ち時間短縮 

〈配送先の手待ち時間の短縮〉 
・到着時間の変更（荷物の出来上り遅れのため）・納品時間の調整・決まった時間に荷卸してもらえない（出荷優先のため）。 

〈配送日時等の見直し〉 
・積み地の変更・配送のｽｹｼﾞｭｰﾙ的に厳しい着時間が設定されている事。 

〈高速道路料金の収受〉・高速料金の請求（荷物の出来上り遅れのため） 
〈その他〉・棚入れ作業の軽減・その時の話だけに終わり､現場は何も変わらない｡ 

・その度々（直荷主ではないので）お願いもするが､ここの会社の仕事はこんな仕事だと諦めているのが現状。 

 
･あまり言うと仕事に文句をつけているみたいになるため。売り上げの方を優先しているので､あまり真剣に取り合ってくれない｡ 
・納品作業の習慣、取引停止の危機感あり。申し入れても受け入れられない。 
・荷主企業自体の従業員不足のため依頼できない｡常に数社と競合させられていて依頼できる状況ではない｡ 
・大企業は､繁忙期でごったがえしていても､10 時､昼 3 時の休憩は 15 分きっちりとるし､昼も 12:00～13:00 まで休憩｡本当に改善したいならば、交替勤務で少
しでも削減できるはずであるが､そんな兆しもないのが現状｡ 

（回答数23件） 回答比率
協力を得られた

割合

真荷主に協力依頼した 56.5% 45.0%

元請け運送事業者に協力依頼した 43.5% 43.1%

協力を依頼したいができない 17.4%

協力依頼をしたことはない 26.1%

※複数回答　　 ※「協力を得られた割合」は、協力を依頼した内容について約何％の協力を得られたのかの回答数値を、平均したもの。
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・労働時間短縮に向けて必要な対応について、「荷主側で必要と思われること」は、「配達先での手待ち時間削減への口添え」（61.5%）が最も多く、次
いで「出荷時間の厳守・後倒し」（53.8%）、「荷役作業の削減・解放」（46.2%）、「配達先への配達指定時刻の延長・柔軟化」（46.2%）が上位となってい
る。 

・「トラック業界全体として必要と思われること」は、「適正運賃の収受」（96.0%）が最も多く、次いで「発荷主へのＰＲ」（56.0%）、「荷役作業の削減・解放
に向けた規格の統一」（48.0%）、「着荷主へのＰＲ」（36.0%）が上位となっている。 

・「行政等への協力要請が必要と思われること」は、「協力のない荷主に対する指導・警告」（75.0%）が最も多く、次いで「荷主団体へのＰＲ」（54.2%）、
「荷役作業の削減・解放に向けた規格の統一」（45.8%）が上位となっている。 

問９．労働時間短縮に向けて必要な対応 

（１）荷主側で必要と思われること （２）トラック業界全体として必要と思われること 

（３）行政等への協力要請が必要と思われること 

（回答26件） 回答比率

荷役の機械化等による荷役時間の削減 38.5%

商慣行の改善 15.4%

発注時刻の厳守・後倒し 26.9%

出荷時間の厳守・前倒し 19.2%

出荷時間の厳守・後倒し 53.8%

荷役作業の削減・解放 46.2%

配達先への配達指定時刻の延長・柔軟化 46.2%

配達先での手待ち時間削減への口添え 61.5%

物流施設の拡充・整備 34.6%

その他 11.5%

※複数回答

（回答25件） 回答比率

発荷主へのＰＲ 56.0%

着荷主へのＰＲ 36.0%

契約の書面化の徹底 12.0%

適正運賃の収受 96.0%

荷役作業の削減・解放に向けた規格の統一 48.0%

その他 4.0%

※複数回答

（回答24件） 回答比率

関係行政間での連携強化 16.7%

荷主団体へのＰＲ 54.2%

契約の書面化の徹底 12.5%

荷役作業の削減・解放に向けた規格の統一 45.8%

協力のない荷主に対する指導・警告 75.0%

その他 4.2%

※複数回答
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問９．労働時間短縮に向けて必要な対応の『具体的な回答・その他の回答』 

『商慣習の見直し』の代表的な具体的回答内容 

・方面別に、積込み時間の設定等の改善。 

・荷主企業従業員の時間観念の改善(ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰは 9.00～5.00 ではなく朝が早い）。 

・商慣行の名の下、運送会社への過剰なｻｰﾋﾞｽの要求が横行している。 

 

『その他』の代表的な具体的回答内容 

・荷主指示による配達以外の付帯業務が運送会社のｻｰﾋﾞｽであると思っている。 

・問９（１）に挙げられたことは、全て必要｡ 

・忙しい時期になると物量があふれ納品に時間がかかるので､物量の大小によっ

ては､付帯作業を出来るだけなくして欲しい。 

 

（１）荷主側で必要と思われること （２）トラック業界全体として必要と思われること 

『その他』の代表的な具体的回答内容 

・軽油税の撤廃 

（３）行政等への協力要請が必要と思われること 

 
『その他』の代表的な具体的回答内容 

・非協力的で悪質な荷主に対して、強制的にﾍﾟﾅﾙﾃｨｰを科することができるように

する｡ 
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【荷主の理解、協力について】 

・荷主にする高速料金の負担､P/L 輸送の徹底､荷待ち待機など｡ 

【適正運賃の収受について】 

･どうしても仕事となれば､断れない現状がある。発荷主や着荷主が､運送に対して､どうしても無知なので､もっと考えてほしい｡1 度配達に出れば､道路事情や

得意先の要望によって､どれだけ運送屋がｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽを守ろうとしても､配達が終るまで仕事をしないと､現実終れない状況になっている｡運送会社､ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

共に誰も好きで長時間労働をしている訳でもないし､もっとその裏にひそんでいる実態を調査､改善しないと何も変わらないと思う。死亡事故などﾆｭｰｽで見

るが､運送業界ばかり叩かれ､監査対象になるが、もっと国単位で法律など(荷主企業)を変えてもらえる様に切に願っている。又､距離などで最低賃金みた

いに､最低運賃を国の法律で決めてほしいと思う。 

・荷主による高速料金の負担。 

・荷主の立場が強くなりすぎている｡荷役作業､付帯作業はあたりまえ､荷受積込みの荷捌き作業員を配置していない荷主もある｡優位的立場にある荷主は要

望を聞き入れる姿勢はなく､運送業者間の運賃低価格競争を加速させている｡売上げを上げるためには仕事量を増やない｡仕事量を増やすと必然的に荷

役､付帯その他の作業も増えるので長時間労働となる｡長時間労働による過労から仕事の質の低下､健康状態の悪化､そして安全運転､安全作業ができなく

なっている｡負の連鎖となっている｡行政で仕事別に最低料金を設定する｡(例)･運賃 10T100km○○○円(片道)･付帯作業○○○円/H･荷役作業○○○円/

台･待機料○○○円/H･時間指定○○○円※運賃(輸送)のみの依頼になれば作業がないので時間短縮となる｡※すべて依頼となれば売上げが上がるので

複数の仕事(輸送)をこなさなくていいので時間短縮となる｡※違反して低価格で仕事を確保しようとする運送業者及び荷主にはﾍﾟﾅﾙﾃｨｰを科す｡ 

【高速道路料金の見直しについて】 

・行政は､長時間労働等､改善の指導をするだけで､改善出来る方法を真剣に考えて実行してほしい｡例えば､ｸﾞﾘｰﾝﾅﾝﾊﾞｰの高速道路無料化､適正運賃の設

定､軽油税の引下げ等画期的な対策が無い限り困難な問題｡長時間労働を余儀なく虐げられている､今の運送業界に指動する前に､今の行政のあり方を真

剣に考えていただきたい｡長時間労働など誰もしたくない。運送業は危険も伴う職種｡一日 8 時間の労働で十分生活していける環境を一日も早く実現したい｡ 

【手待ち時間に削減について】 

・手待ち時間が長く､ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰへの負担が大きくなる傾向が見られる｡積込時間を確認しても曖昧な回答しか貰えず｢午後～積込します｡｣等で結果夕方～にな

り 2～5 時間､平気で待たされ､18 時を過ぎても荷卸し時間も変更されない等､ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰへの負担が大きい｡ｳｨﾝｸﾞ車両等に関してはやはり手積み等が多くか

なりの体力の消耗､時間が掛かり拘束時間が多くなる傾向にある｡荷主様や積地の会社の方に協力して頂ければ多少なりとも時間の短縮になるのでは。 

【荷役作業の改善について】 

・荷物に関して､やはりﾊﾞﾗ積みﾊﾞﾗ卸しの荷物が多いのが現状｡実際ﾊﾟﾚｯﾄ荷もあるが､ﾊﾟﾚｯﾄだと運賃が安いのが現状｡ﾊﾟﾚｯﾄも運賃を適正にしていただき､ﾊﾟ

ﾚｯﾄが増えれば､輸送がｽﾑｰｽﾞになり､長労働も少なくなると思う。労働時間も大切ですが､まずは適正運賃で仕事ができるようになるのが大事だと思う。 

【その他】 

・慣習的に待たして当たり前の業界の意識を変えていくならば､法令遵守という規制で運輸業もずいぶん改善されたり､質のよい企業を目指すようになってき

た。荷主企業も､G ﾏｰｸのような一定基準をもって社会へ発信することが必要ではないか｡罪則もない注告だけでは､何も変化は得られない｡どの会社も､利

益を上げるには､どこかにしわよせがくる。共に良くするには､高い質を目指す企業を増やすことだと思う。 

問 10．長時間労働の実態や問題点、意向・意見など自由回答 （主なもの） 
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本資料で使用する用語の説明、定義等 

付属資料 

用語の説明  
 
【拘束時間】（5～23、35 ページ） 

始業時刻から終業時刻までの時間で、労働時間と休憩時間（仮眠時間を含む）
の合計時間。１日の拘束時間は、原則 13 時間以内、最大 16 時間。15 時間超 16
時間以内は、１週２回まで。１か月の拘束時間は 293 時間。 
 
【休憩時間】（5～11、21、22 ページ） 

労働者の権利として労働から離れることを保障されている時間。手待ち時間は
休憩時間には該当しない。 
 
【休息期間】（13～19、35 ページ） 

勤務と次の勤務の間の時間で、睡眠時間を含む労働者の生活時間として、労
働者にとって全く自由な時間。勤務終了後、継続８時間以上。 
 
【運転時間】（35 ページ） 

１日の運転時間は２日平均で１日当たり９時間以内、１週間の運転時間は、２
週平均で１週間当たり 44 時間以内。 
 
【連続運転時間】（13～19、35 ページ） 

１日の運転時間のうち連続して運転できるのは 4 時間以内。運転の中断には、
1 回連続 10 分以上、かつ合計 30 分以上の運転離脱が必要。 
 
【休日の取得】（13、15、16、19 ページ） 

毎週少なくとも１日の休日か、４週間を通じて４日以上の休日を与えなければな

らない。 
 
【手待ち時間】（5～12、21～27、35 ページ） 

荷物の積卸しの順番待ちなどの時間（右記【手待 

ち時間の分類】参照）。 
 
【パレット崩し手荷役】（24～28、37 ページ） 

そもそもパレットに積み付けられた貨物を、積み込 

みの際には手荷役で作業を行うこと。 
 
【ロールボックス荷役】（24～28、37 ページ） 

ロールボックスパレット（かご形状のキャスター付 

きパレット、かご台車）を使って積み込み、荷おろし 

作業を行うこと［右図参照］。 

 
 

本資料における用語の定義等 
 
【トータル表記について】 

本資料においては特段の注記がない限り、トータル表記を以下のように使い分け
る。 

全体：不明を含むサンプルについての集計結果。 
合計：不明を除くサンプルについての集計結果。 

 
【運行単位】（3～23 ページ） 

始業時刻から終業時刻までを１運行とする（左記【拘束時間】参照）。 
１運行が 24 時間を超えるサンプルもある。（ただし、４時間以上の継続した休憩が

含まれる場合、別々の運行とみなした。） 
 
【休日】（13～19 ページ） 

調査期間中の第１運行～最終運行間については、32 時間（８時間＋24 時間）以上
の休息期間（左記参照）を休日とみなし、 

第１運行前および最終運行後については、終日（暦日 0 時～24 時の間）運行のない
日を休日とみなす。 
 
【手待ち時間の分類】（5～12、24～27 ページ） 

①荷主都合 
集荷・配送の際に卸す車両の順番待ち、荷物が整わないための待ち時間、帰り

荷までの待ち時間等、荷主の都合で発生する手待ち時間。 
②ドライバーの自主的な行動 

指定時間よりも早めに到着したための待ち時間等。 
③その他の時間調整等 

高速道路の割引時間等に合わせるための調整時間等、その他の調整時間。 
 
【真荷主と元請け荷主】（37、38 ページ） 
 真荷主とは、自社が元請けとして直接取引している真の荷主のこと。 
 元請け荷主とは、自社が下請けとして入っている、元請け輸送事業者のこと。 
 
【走行距離帯区分】（3、6、14 ページ） 

短・中距離：走行距離 500 ㎞以下の運行。 
長距離  ：走行距離 500 ㎞超の運行。 

 
【品類区分】（9、17 ページ）【地域区分】（11、19 ページ） 
 次ページ対応表を参照のこと。 
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地域 対応都道府県

北海道 北海道

東北 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島

関東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨

北陸信越 新潟、長野、富山、石川

中部 福井、岐阜、静岡、愛知、三重

近畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山

中国 鳥取、島根、岡山、広島、山口

四国 徳島、香川、愛媛、高知

九州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島

沖縄 沖縄

地域・都道府県対応表 品類・品目対応表 

品類 対応品目

米・麦・穀物

生鮮食品

林産品 原木・材木等の林産品

鉱産品 鉱石・砂利・砂・石材等の鉱産品

鉄鋼厚板・金属薄板・地金等金属素材

鋼材・建材などの建築･建設用金属製品

金属部品・金属加工品（半製品）

機械ユニット・半製品

精密機械・生産用機械・業務用機械

家電・民生用機械

完成自動車・オートバイ

ｾﾒﾝﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ製品

ガソリン・軽油など石油石炭製品

合成樹脂・塗料など化学性原料

医薬品

その他の化学製品

加工食品

飲料・酒

紙・パルプ

糸・反物などの繊維素材

衣服・布団などの繊維製品

壁紙・タイルなど住宅用資材

日用品

書籍・印刷物

プラスチック性部品･加工品、ゴム性部品･加工品

再生資源・スクラップ

廃棄物

宅配便・特積み貨物

空容器・返回送資材

その他

排出物

特殊品

農水産品

金属機械
工業品

化学
工業品

軽工業品

雑工業品
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